
 

 

 

はじめに                    

 

座間市は、平成２６（２０１４）年３月に、複雑・多様化する環

境問題に対して、総合的かつ効果的な対応を図るため、「座間市環

境基本計画」を策定し、この間、６分野の基本目標の達成のために

取り組んでまいりました。 

令和２（２０２０）年度には、社会情勢に即した内容への一部改

定を行いましたが、環境を取り巻く状況は日々変化しており、とり

わけ、近年の地球温暖化や気候変動問題に対しては、世界規模で

「脱炭素社会」への転換期に直面しています。 

 

政府は、令和２（２０２０）年に、温室効果ガス排出量を令和３２（２０５０）年までに

実質ゼロにすることを宣言し、今や８００以上の自治体が「ゼロカーボンシティ宣言」を行

い、脱炭素社会に向けての政策を実行し始めています。 

本市においても、令和４（２０２２）年２月に「座間市ゼロカーボンシティ宣言（以下

「同宣言」という。）」を行い、市・市民・事業者が共創で取り組むべき方向性を示したと

ころです。 

今回策定した「第２次座間市環境基本計画（以下「本計画」という。）」では、同宣言を

踏まえ、脱炭素社会に向けての施策を強化するとともに、「持続可能な開発目標（ＳＤＧ

ｓ）」の考え方を６分野の「基本目標」及び１９の「計画の柱」に関連づけることで、地方

自治体として、国際社会の共通目標に対する責務を果たすという思いを込めています。 

本計画内に掲げた目標や施策を実現するためには、市・市民・事業者それぞれが、環境問

題を自身の問題として捉え、主体的に環境配慮を実践していくことが大切です。 

課題の認識・共有のため、市が積極的に情報発信し、それぞれの主体が持続可能な社会の

実現に向けて変革していくことが必要と考えます。座間市の豊かな自然環境を次世代に引き

継ぐため、今後とも本市の環境行政への御理解・御協力をお願いいたします。 

 

結びに、本計画の改定に当たり、座間市環境審議会及び計画策定部会の委員各位、並びに

多くの市民・事業者の皆様から貴重な御意見や御提言をいただきましたことに心から感謝申

し上げます。 

 

令和５（２０２３）年３月 

座間市長 佐 藤 弥 斗 

※第２次座間市環境基本計画より抜粋 
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第１章 

第２次座間市環境基本計画の概要 
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１．環境基本計画の概要              

計画の目的 

前計画の計画期間満了に伴い、近年の環境をめぐる社会動向を踏まえ、「第２次座間市環

境基本計画（以下「本計画」という。）」を策定しました。本計画は、基本条例に基づき、

本市のかけがえのない恵み豊かな環境を保全及び創造し、将来世代へ引き継ぐことを目的と

しています。また、本市の環境の将来像である「望ましい環境像」や、それを実現するため

の目標と具体的な市の施策、市・市民・事業者それぞれの役割を示し、各主体が各々の役割

を果たすための、また一体となって取組を進めていくための手掛かりとなるものです。 

また、本市においては、令和４（２０２２）年２月１４日に、地球温暖化という課題にこ

れまで以上に向き合い、持続可能な社会の実現に向けて「令和３２（２０５０）年までに二

酸化炭素排出量の実質ゼロ」を目指す「座間市ゼロカーボンシティ宣言」を行いました。本

計画に、地球温暖化の原因である温室効果ガス排出量を削減する具体的対策を示す「座間市

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」及び「座間市地球温暖化対策実行計画（事務事業

編）」、気候変動による影響に対応して、被害を回避・軽減していくための具体的対策を示

す「座間市地域気候変動適応計画」を内包し、ゼロカーボンシティの実現に向けて「緩和

策」及び「適応策」を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の期間 

計画期間は、令和５（２０２３）年度から令和１２（２０３０）年度までの８年間です。

 ただし、計画の期間内においても、必要に応じて適宜見直すこととし、計画が今後の社会

経済状況などの変化に適応できるように努めます。 

 

座間市環境基本条例（抜粋） 

（基本理念） 

第３条 環境の保全及び創造は、市の施策の策定等における市、市民及び事業者との協

働を通じて、全ての市民が健康で安全かつ快適な生活を営む上で必要となる良好な環

境の実現を図り、地域の歴史、風土、文化、暮らし、景観等を守り生かしながら、こ

れを将来の世代に継承していくことを旨として行わなければならない。 

２ 地球環境保全は、人類共通の課題であり、地域環境が地球環境に深く関わっている

ことから、市、市民及び事業者が自らの課題であると捉え、それぞれの日常生活及び

事業活動において、自主的かつ積極的に推進されなければならない。 

（環境基本計画） 

第９条 市長は、市における総合的かつ計画的な環境行政の推進を図るため、座間市環

境基本計画（以下「基本計画」という。）を策定するものとする。 
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計画の対象範囲 

本計画における環境の範囲は、緑、水、騒音、ごみなどの身近な環境から地球温暖化など

の地球規模の環境まで、幅広い環境を対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境教育・学習 

 

環境負荷の少ない行動 

歴史・文化 

リサイクル 

エネルギー 

気候変動 

河川 

大気 

地球温暖化 

農地 

生物多様性 

悪臭 

自然環境 

生活環境 

都市環境 

騒音 

循環型社会 

緑 

湧水・地下水 

公園 
景観 

ごみ 

資源 

振動 

地球環境 

土壌 
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２．望ましい環境像                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前計画では、策定当時の第四次座間市総合計画の将来都市像や基本条例の理念「豊かな水

と緑が輝く私たちのまち座間」の実現を踏まえ、望ましい環境像を「豊かな水と緑を守り育

て 未来へつなぐ 人と環境にやさしいまち ざま」と定めました。第五次座間市総合計画

では、本市が目指すまちの姿として「ひと・まちが輝き 未来へつなぐ」と定め、市民と地

域と行政が知恵と力を出し合い連携して、本市が持続的に発展することを目指しています。

近年、深刻化する地球環境問題や顕在化したごみ問題等を踏まえ、市・市民・事業者が連

携・協働しながら豊かな水と緑を守ると同時に、未来も安全安心で快適に住み続けられるま

ちづくりが必要です。このような基本条例の理念や第五次座間市総合計画の目指す姿、社会

情勢等を踏まえ、本市の望ましい環境像を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

望ましい環境像 
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望ましい環境像の実現に向けた施策体系 

望ましい環境像「豊かな水と緑を みんなで未来へつなぐ 環境にやさしいまち ざま」

を実現するために６つの「基本目標」を設定します。各基本目標には、目標の達成状況を

示す「達成指標」を設定し、施策推進による効果の把握と計画の進捗管理に活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 1 地球環境 

ゼロカーボンシティを実現し、気候変動に適応するまち 

達成指標 現状値※ 目標値※ 

市域における 

温室効果ガス排出量削減率 

平成２５（２０１３）年度 

（基準年度）  

５６０．２千ｔ－ＣＯ² 

基準年度比  

４６％以上削減 

 

 

豊
か
な
水
と
緑
を 

み
ん
な
で
未
来
へ
つ
な
ぐ 

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち 

ざ
ま 

望ましい 

環境像 
基本目標・達成指標 

※現状値は令和３（２０２１）年度、目標値は令和１２（２０３０）年度の数値を示します。 

基本目標２ 自然環境 

豊かな自然環境の保全と創造を図り、自然の恵みを身近に感じることのできるまち 

達成指標 現状値 目標値 

市民一人当たり都市公園面積 ５．０８ｍ² ５．１７ｍ² 

公園等の維持管理団体数 ３１団体 ３９団体 

 

基本目標３ 都市環境 

自然や歴史・文化と融合した美しく魅力あふれるまち 

達成指標 現状値 目標値 

集団清掃活動実施回数 ５回 増加 

 

基本目標４ 循環型社会 

循環型社会を形成し、今ある限りある資源を活かすまち 

達成指標 現状値 目標値 

一人一日当たりの家庭系一般廃棄物排出量 ５９５ｇ／人・日 ５９５ｇ／人・日 

事業系一般廃棄物排出量 ４，６５４ｔ ３，０００ｔ 

 

 基本目標５ 生活環境 

良好な生活環境の創造を進め、快適で安心して暮らせるまち 

達成指標 現状値 目標値 

生活環境に関する苦情を解決した割合 ９８％ １００％ 

 

基本目標６ 環境教育・学習 

ライフステージに応じた学びの機会があり、市・市民・事業者が協働して環境活動に取り組む

まち 

達成指標 現状値 目標値 

生涯学習宅配便（環境関連講座）実施回数 ２０回 増加 
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３．評価の考え方                             

前計画の柱の進行状況を確認するための代表的な指標として「進行管理指標」を設定し

ています。この指標を基に年度の取組状況を下表で示す４種類の評価区分に従い区分し、

進捗度を評価します。進捗度の評価は、環境が良くなったのか悪くなったのかを評価する

「環境の質」、市が効果的な施策を行ったのかを評価する「施策の量」、さらに当該事業

の「取組実績」で評価します。なお、市の施策量等とは別の要素により指標の数値に変化

が生じるものについては、環境の質の側面から評価します。 

＜進捗度の評価区分＞ 

「環境の質」・「施策の量」・「取組実績」が次に掲げる状態 

 

 

 

 

 

 

 

進捗度 進行管理指標 

 
・目標を達成している 

・目標達成に向け、著しく順調に実施できている 

 ・目標達成に向け、順調に実施できている 

 ・前年に比べ、取り組みが後退した 

・目標達成に向け、一部改善の余地がある 

 ・前年に比べ、取り組みが大幅に後退した 

・目標達成に向け、改善の余地がある 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 

施策の展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

8 

 

基本目標１「地球環境」             

ゼロカーボンシティを実現し、気候変動に適応するまちを目指します。 

         

 

市域における温室効果ガス排出量削減率 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 
基準年度比４６％以上削減（基準年度：平成２５

（２０１３）年度 ５６０．２千ｔ－ＣＯ₂） 

 

令和５（２０２３）年度報告 
４５５．０千ｔ－ＣＯ₂（令和２（２０２０） 

年度実績値）      ➡削減率約１８．８％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

令和２（２０２０）年度実績値の内訳として、産業部門が５５．９千ｔ－ＣＯ₂、業務そ

の他部門が１２０．１千ｔ－ＣＯ₂、家庭部門が１６２．３千ｔ－ＣＯ₂、運輸部門が１０

３．４千ｔ－ＣＯ₂、廃棄物分野が１３．９千ｔ－ＣＯ₂でした。座間市においては、家庭部

門が最も高く排出している状況です。今後も家庭部門を中心に、具体的施策に取り組んでい

きます。 

※算定においては、資源エネルギー庁の「都道府県別エネルギー消費統計」を使用してお

り、３年前の実績値が毎年１２月に公表されるため、現時点での算出可能な最新値が令和２

（２０２０）年度となります。 

          【担当】ゼロカーボン推進課 
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柱１－１ 省エネルギー・再生可能エネルギーの推進  

 ※具体的施策を座間市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）Ｐ．６８に掲載 

柱１－２ 環境負荷の少ない交通の推進  

 ※具体的施策を座間市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）Ｐ．７５に掲載 

柱１－３ 吸収源対策の推進  

 ※具体的施策を座間市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）Ｐ．７８に掲載 

柱１－４ 市役所における脱炭素化の推進  

 ※具体的施策を座間市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）Ｐ．９１に掲載 

柱１－５ 気候変動適応策の推進  

 ※具体的施策を座間市地域気候変動適応計画Ｐ．１００に掲載 
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基本目標２「自然環境」             

豊かな自然環境の保全と創造を図り、自然の恵みを身近に感じることの

できるまち 

   

達成指標 市民一人当たり都市公園面積 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ５．１７㎡ 

 

令和５（２０２３）年度報告 ５．０７㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度の市民一人当たりの都市公園面積は５．０７㎡でした。令和４年度と比較し、

０．２㎡の減少となりましたが、市内の多くのエリアが市街化区域となっており、主な都市

公園が住宅地に囲まれ、また隣接している本市においては、都市公園は量的には一定の水準

を確保していると言えます。引き続き、座間市緑の基本計画に基づき、目標達成に向けて努

めます。 

 

【担当】公園緑政課 
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達成指標 公園等の維持管理団体数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ３９団体 

 

令和５（２０２３）年度報告 ３１団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５（２０２３）年度は３１団体でした。公園の維持管理への市民のニーズが高まって

いることから、周辺住民や自治会、関係団体などとの連携と協力を進めながら、効果的で効

率的な維持管理に取り組み、誰もが心地よく利用できる状態を保っていき、引き続き座間市

緑の基本計画に基づき、目標達成に向けて努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】公園緑政課 

立野台公園内の花菖蒲 
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柱２－１ 緑地の保全と緑化の推進 

～具体的施策 緑化の推進～ 

●花とうるおいのある緑化推進事業要綱による花の苗などの提供や、生垣設置奨励金の交付

により市内の緑化を推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

市民団体・事業者及び行政と協働で、地域に根ざした花と

うるおいのある街づくり活動を推進しました。  

【担当】公園緑政課 

●市内小中学校の壁面緑化などを推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

市内小・中学校１７校中１１校でグリーンカーテン等を設

置しました。今後も実施校数の増加に向け事業を推進しま

す。               【担当】教育総務課 

～具体的施策 緑化意識の啓発～ 

●市民の緑化意識の向上及び緑あふれる明るく住み良いまちづくりを進めることを目的とし

て緑化イベントを開催します。 

令和５（２０２３）年度報告 
緑化祭りを開催しました。  

【担当】公園緑政課 

～具体的施策 公園などの整備～ 

●自然環境を活かし、防災機能などを持ち合わせた公園、広場などの整備を検討します。 

令和５（２０２３）年度報告 
公園整備に伴う設計委託等を行いました。  

【担当】公園緑政課 
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進行管理指標 生垣設置奨励金による生垣設置件数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ８件 

令和５（２０２３）年度報告 ０件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市ホームページなどを活用して広報に努めましたが、令和５（２０２３）年度に生垣設

置奨励金による新たな生け垣の設置はありませんでした。引き続き、座間市緑の基本計画に

基づき、目標達成に向けて努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】公園緑政課 

進捗度の評価 
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進行管理指標 市内小中学校の壁面緑化実施校数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １７件 

令和５（２０２３）年度報告 １１件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内小中学校１７校中１１校でグリーンカーテン等を設置しました。今後も実施校数の増

加に向け、事業を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】教育総務課 

進捗度の評価 

 

学校に設置されているグリーンカーテン 
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進行管理指標 公園・広場・緑地面積 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ５４ｈａ 

令和５（２０２３）年度報告 ５２ｈａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５（２０２３）年度の実績は５２ｈａでした。公園・広場が整備され憩いの場となっ

てきていると思う市民の割合も大きく増加してきており、これまでの取り組みに対し、一定

の成果が出てきています。今後は、このような方向性を加速すべく、市民ニーズに合わせた

公園等のあり方を検討し、引き続き座間市緑の基本計画に基づき、目標達成に向けて努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】公園緑政課 

進捗度の評価 

 

緑ケ丘第３公園 
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柱２－２ 湧水・地下水の保全と活用 

～具体的施策 地下水位の監視～ 

●地下水位の測定と予測を行い、地下水量保全施策の基礎資料とします。 

令和５（２０２３）年度報告 
市内の井戸６地点で自動記録式地下水位計を用いて地下水

位の常時監視測定を実施しました。 【担当】生活安全課 

～具体的施策 地下水採取量の把握～ 

●座間市の地下水を保全する条例に基づき、地下水採取量を把握します。 

令和５（２０２３）年度報告 

令和５（２０２３）年度の地下水採取量は１１，４７２，

３１８㎥で、前年比約３％減少しました。主な要因は水道

事業者の採取量の減少によるものです。 

※地下水採取量は該当年の１月１日～１２月３１日の数値

です。              【担当】生活安全課 

～具体的施策 地下水のかん養対策～ 

●地下水かん養を促進するために雨水浸透施設などの設置に対して助成します。 

令和５（２０２３）年度報告 
雨水浸透施設などの設置者に対し、５件助成しました。 

【担当】生活安全課 

●森林整備により水源かん養地を確保、整備します。 

令和５（２０２３）年度報告 
樹林地の管理を行いました。 

【担当】公園緑政課 
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進行管理指標 市内における地下水採取量 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １３，８００千㎥以下 

令和５（２０２３）年度報告 １１，４７２千㎥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフ上の数字は百の位を四捨五入して表示しています。 

 地下水採取量（実数）は、１１，４７２千㎥で既に目標を達成している状況です。「座間

市の地下水を保全する条例」に基づき、地下水採取事業者に対し地下水採取量を測定できる

水量測定機器の設置、地下水採取量の報告を義務付け、各事業場の採取量の把握及び監視を

行っています。今後も目標値である１３，８００千㎥以下の水準を保つよう、努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】生活安全課 

進捗度の評価 
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進行管理指標 地下水位 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 適正水位の維持 

令和５（２０２３）年度報告 ＧＬ－１８．１ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内の井戸６地点で自動記録式地下水位計を用いて地下水位の常時監視測定を実施しまし

た。 

地下水位の監視基準となる目標地下水位は、注意水位（第一段階）でＧＬ－２０．５ｍ、

警戒水位（第二段階）でＧＬ－２１．５ｍです。現状の水位を保てるよう、努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】生活安全課 

進捗度の評価 

 

自動記録式地下水位計 
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柱２－３ 農地の保全と活用 

～具体的施策 農地の整備～ 

●農業用水路や農業振興地域内未舗装道路を改修、整備することにより農作業の安定化、効

率化を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

要望に基づき、現地調査を実施しました。農業用水路等を

１０箇所改修・修繕・安全管理を行いました。今後も老朽

化が進んでいる箇所を優先的に修繕等行っていきます。 

【担当】産業振興課 

～具体的施策 遊休農地の対策～ 

●景観植栽による遊休農地対策の一環として、市の花のひまわりを植栽するひまわり推進協

議会の取組に対し、支援します。 

令和５（２０２３）年度報告 

令和元（２０１９）年度に減少していたひまわりの植栽面

積は、感染症抑制の効果もあり、面積増加し、ひまわりま

つりを開催しました。       【担当】産業振興課 

●市民が自ら土に親しみ、野菜などを栽培することにより、農業に対する理解を深めてもら

うため、市民に農園の貸出しを行います。 

令和５（２０２３）年度報告 

市民農園の開設箇所は、令和４（２０２２）年度より同数

値を維持できました。今後も市民の農業に対する理解と都

市農業振興のため、実施していきます。 

【担当】産業振興課 

～具体的施策 地産地消の推進～ 

●ざま市民朝市生産者連絡会の取組に補助するとともに、出荷奨励補助により地元直売施設

などへの出荷を促進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

ざま市民朝市事業及び地元小中学校への出荷に対して支援

を行いました。今後も継続していきます。 

                 【担当】産業振興課 

●小学校給食における地場産物の活用に努めます。 

令和５（２０２３）年度報告 
産業振興課が設けた補助金制度を活用し、座間産米の使用

を推進しました。         【担当】就学支援課 
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進行管理指標 ひまわり畑植栽面積 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １８，０００㎡ 

令和５（２０２３）年度報告 ６０，０００㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響で令和元年度に減少したひまわり畑の植栽面積は、感染

症拡大が落ち着きを見せた令和４（２０２２）年度にはコロナ禍前の水準となり、また地元

農家の協力もあって増加させることができています。令和５（２０２３）年度についても、

継続して植栽面積を保つことができ、既に目標を達成している状況です。また、ひまわりま

つりを開催し、市内外から多くの来場がありました。引き続き、農業に対する理解を深めて

もらうよう、施策に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】産業振興課 

進捗度の評価 

 

ひまわり畑の様子 



 

21 

 

進行管理指標 市民農園利用者数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ３０３人 

令和５（２０２３）年度報告 ２７２人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民の皆さんに野菜作りや花の栽培を通じて、自然の恵みや収穫の喜びを体験してもらう

ため、遊休農地対策の一環として、市内の農地を借り上げて「市民農園」を開設していま

す。令和５（２０２３）年度は２７２人の利用がありました。事情により、利用を取りやめ

た市民も一部あり、前年に比べて減少しましたが引き続き、施策に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】産業振興課 

進捗度の評価 

 

市民農園の様子 
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進行管理指標 小学校給食中の地場野菜使用率 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 
現状維持 

（令和３（２０２１）年度数値２８．９％を基準とする。） 

令和５（２０２３）年度報告 ３９％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地産地消の推進の一環として、市内小学校においては地場野菜を使用しており、令和５

（２０２３）年度の使用率は３９％であり、目標を達成しております。引き続き、その水準

を保てるよう、取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】就学支援課 

進捗度の評価 

 

市で採れた野菜を使った学校給食 
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柱２－４ 生物多様性の保全 

～具体的施策 自然保護の推進～ 

●市内の公園や社寺林、田畑等の緑や生き物の生息場所が残る場所を生物多様性の保全の観

点から重要な場所として保全するため、「保護地域以外で生物多様性保全に資する地域（Ｏ

ＥＣＭ）」の制度化等の動向を注視しながら登録制度の活用等を調査検討します。 

令和５（２０２３）年度報告 

自然豊かな本市において、その保全は重要事項であると

認識し、国、県からの情報提供を受け、関係部署に共有

しました。引き続き、生物多様性に関する制度化等を調

査検討します。     【担当】ゼロカーボン推進課 

●生物多様性の保全のため、有害鳥獣を駆除することにより、在来生物の生態系を守りま

す。 

令和５（２０２３）年度報告 

在来生物の生態系を守るため、有害鳥獣による生活環境

被害等を防ぐため、申請のあった方へ捕獲許可証を発行

し、有害鳥獣の駆除を行いました。引き続き、市民の協

力をいただき、有害鳥獣被害の軽減に努めていきます。

                   

【担当】クリーンセンター 

～具体的施策 自然保護意識の啓発～ 

●身近な自然の中に生息する動植物の生態を観察し、市民の自然保護に対する意識の向上を

図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

座間市公民館では、自然保護意識啓発事業として「ふれ

あい自然科学クラブ」を実施しました。今後も参加者数

を増やしていけるよう努め、身近な自然に親しみ、市民

の自然保護に対する意識の向上を図ります。 

北地区文化センターでは、現在の環境問題について児童

に考えを巡らせる動機付けの一環として、市の廃棄物の

現状と減量化の取組をテーマに子ども環境講座 ～ざま

のごみのおはなし～を実施しました。講座は、｢解説｣

｢勘案の機会｣｢体験｣の３部構成とし、ごみの現状と課題

を知り、３Ｒ（リユース・リデュース・リサイクル）の

方法を学んだほか、パッカー車両へのごみ投げ込みを体

験しました。今後も受講者が環境問題を知り、意識付け
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することで環境に配慮した行動をしていただけるよう意

識向上を図ります。 

東地区文化センターでは、自然保護意識啓発の一環とし

て「親子自然体験教室」を実施しました。今後も身近な

自然に親しみ、昆虫・植物を観察する機会を提供できる

ように努めて参ります。     【担当】生涯学習課 

●特定外来生物の防除に対する市民の意識啓発に努めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

特定外来生物の防除に対し、市ホームページ等で周知を

図りました。引き続き、市民に周知を行っていきます。

             【担当】クリーンセンター 

●森づくりボランティアを募集し、森林インストラクターの指導のもと芹沢公園内の森林の

下草刈り、枝払いなどを行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
森林インストラクターによる竹材を使用した工作体験を 

行いました。          【担当】公園緑政課 
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進行管理指標 有害鳥獣駆除数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 
減少 

（令和３（２０２１）年度数値４０件基準とする。） 

令和５（２０２３）年度報告 ４２件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５（２０２３）年度は４２件の駆除数でした。引き続き、在来生物の生態系を守るた

め、施策に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】クリーンセンター 

進捗度の評価 

 

有害鳥獣を捕獲するためのトラップ 
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基本目標３「都市環境」             

自然や歴史・文化と融合した美しく魅力あふれるまち 

   

達成指標 集団清掃活動実施回数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 増加 

 

令和５（２０２３）年度報告 ６回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５（２０２３）年度は６回の実施回数で、日米合同相模川河川敷清掃活動２回、クリ

ーンキャーンペーン１回、美化デー１回、ポイ捨て防止キャンペーン２回実施しました。引

き続き、コミュニティを通じてのまち美化施策として、市民と協力していきます。 

 

 

 

 

 

【担当】クリーンセンター 
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柱３－１ 環境美化の向上 

～具体的施策 地区まちづくりの推進～ 

●地域住民のまちづくりに対する意識を高め、「公園・広場等アダプト制度」を拡大するな

ど地域のまちづくりを推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 
アダプト制度の登録団体を支援しました。 

【担当】公園緑政課 

～具体的施策 美化活動の推進～ 

●市民個人・団体などによる清掃や美化活動に対し、清掃用具の貸与等の支援を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
本事業については、市内に花を植えるなどの活動を年２

回実施しました。          【担当】道路課 

●毎年秋に「美化デー」の日を定め、市民総ぐるみで清掃活動を実施します。 

令和５（２０２３）年度報告 

秋季に美化デーを実施し、１０，１７８人が参加しまし

た。美化デーをはじめ、今後も地域コミュニティを通じ

て、環境美化等の推進活動支援を行い、まち美化の推進

に努めていきます。    【担当】クリーンセンター 

●環境美化条例に基づき、ポイ捨て禁止に関する普及啓発を推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

小田急線座間駅周辺で、ポイ捨て防止キャンペーンを実

施しました。また、小田急線座間駅及び相武台前駅周辺

におけるポイ捨て状況調査を実施しました。     

             【担当】クリーンセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
相模川クリーンキャンペーン実施の様子 
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進行管理指標 「公園・広場等アダプト制度」参加団体数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ２０団体 

令和５（２０２３）年度報告 １８団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この制度は、市民の皆さんが公園・広場等の美化活動を自主的に行い、市が道具の支給や

貸し出しなどによりサポートする制度です。市民の皆さんと市がお互いの役割を分担し、合

意に基づき、清掃や花植えなどの活動を推進しています。令和５（２０２３）年度の実績は

１８団体でした。引き続き座間市緑の基本計画に基づき、目標達成に向けて努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】公園緑政課 

進捗度の評価 

 

かにが沢公園内にアダプト制度を活用して植栽した冬のひまわり 
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柱３－２ 都市景観の向上 

～具体的施策 都市計画の形成～ 

●鈴鹿長宿地区の特性を活かし、地区景観に配慮した水路、通路、小公園などの地区施設を

整備します。また、街づくり協定運営委員会の運営に対しての助言、景観に配慮した生垣な

どを設置する街づくり協定者に助成します。 

令和５（２０２３）年度報告 

鈴鹿・長宿区域街づくり協定については、同運営委員会よ

り協定終了の申出があり、令和６（２０２４）年３月３１

日に終了しました。 

        【担当】都市整備課 

●地域の自然、歴史などとの調和、適正な制限の下に土地利用がされることにより、良好な

景観形成を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 
座間市景観計画に基づいて、地域特性に応じた景観づくり

に努めます。           【担当】都市計画課 

～具体的施策 道路植栽の整備～ 

●道路用地などの除草や道路街路樹の剪定による道路空地の維持管理を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 

中高木の剪定を１００本、低木の寄せ植え剪定を４，０

００㎡、１６，０００㎡の除草を実施しました。令和５

（２０２３）年度は剪定を３回、除草を２回行いまし

た。今後も除草や街路樹剪定により、道路空地の維持管

理を行います。また、防草シート等の活用により、除草

費の削減に努め、街路樹の間伐等により、適正な維持管

理を行います。           【担当】道路課 
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進行管理指標 景観重要公共施設指定数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １３施設 

令和５（２０２３）年度報告 ６施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 座間市景観条例に基づき、景観重要建造物の指定を行っています。令和５（２０２３）年

度末時点では「市道５号線」、「かにが沢公園」、「鈴鹿・長宿の道路」、「座間谷戸山公

園」、「仲よし小道」、「芹沢公園」の６施設が対象となっています。引き続き、良好な景

観の形成に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】都市計画課 

進捗度の評価 

 

鈴鹿長宿の石柱 
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柱３－３ 歴史的文化的遺産の保全 

～具体的施策 文化財保全意識の啓発～ 

●石造物や神社仏閣などの文化財を、市民を対象としたガイドや「座間の文化財めぐり ふ

るさとマップ」で周知し、歴史的文化的景観の保全意識の向上を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

秋（１０月）と春（３月）に文化財めぐりを実施し、３９

人の参加者が集まりました。今後も継続的に文化財めぐり

を実施し、市民の歴史的・文化的景観の保全意識の向上を

図ります。            【担当】生涯学習課 
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進行管理指標 文化財めぐり実施回数、参加者数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 
増加 

（令和３（２０２１）年度数値（２回３４人）を基準とする。） 

令和５（２０２３）年度報告 ２回３９人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋（１０月）と春（３月）に文化財めぐりを実施し、３９人の参加者が集まりました。今

後も継続的に文化財めぐりを実施し、市民の歴史的・文化的景観の保全意識の向上を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】生涯学習課 

進捗度の評価 

 

開拓記念碑 

相模野基線 
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基本目標４「循環型社会」            

循環型社会を形成し、今ある限りある資源を活かすまち 

       

達成指標 一人一日当たりの家庭系一般廃棄物排出量 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ５９５ｇ／人・日 

 

令和５（２０２３）年度報告 ５５０ｇ／人・日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目標値としている５９５ｇ／人・日は、一般廃棄物処理基本計画の令和９年度までの目標

値です。ごみの減量化や資源化に向けた分別意識の定着が広がり、また周知・啓発活動を通

じて市民一人一人の分別意識が高まったことから、令和５（２０２３）年度の実績は５５０

ｇ／人・日となり、目標を達成している状況です。引き続き、減量することができるよう取

り組んでいきます。 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 
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達成指標 事業系一般廃棄物排出量 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ３，０００ｔ 

 

令和５（２０２３）年度報告 ５，３６１ｔ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業系一般廃棄物排出量はコロナ禍の影響により令和２（２０２０）年度に一時的に減少しま

したが、それ以降増加傾向を見せています。要因の一つとして、排出事業者と収集運搬事業者と

の契約形態が定額制のところが多く、排出量を削減してもごみ処理費用が安くならないことが挙

げられます。また、高座クリーンセンターには本来産業廃棄物である「廃プラスチック類」の混

入した一般廃棄物の搬入も散見されることから未だ分別の余地はあると考えられます。 

 一方で、令和５（２０２３）年 1月からイオンモール座間やコアレックス信栄（株）などの複

数の事業者と連携し、従来は燃やされていたフードコートから排出される汚れた紙ごみをトイレ

ットペーパーとしてリサイクルする取り組みを始めるなど、事業者と協力したリサイクルを推進

しているところです。 

今後も事業者に対しては、一般廃棄物と産業廃棄物の分別の徹底に関する周知・啓発を実施す

るほか、行政、事業者、市民が協力することでそれぞれがメリットを感じられる取り組みの検討

を進めてまいります。 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課、リユース推進課 
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柱４－１ ごみの減量化・リサイクルの推進 

～具体的施策 ごみ減量化・リサイクルの推進～ 

●生ごみ減量化施策として、家庭用生ごみ処理容器を購入した市民に補助金を交付します。 

令和５（２０２３）年度報告 

制度について広報や市ホームページで周知を行いました。

令和５（２０２３）年度は１４０台（電動式１１９台・非

電動式２１台）の家庭用生ごみ処理機の購入者に助成を行

いました。昨年度に引き続き多数の申込みにより９月には

予算上限に達し受付を締切るなど、市民の生ごみ減量化に

対する意識が高まっているものと捉えています。 

【担当】ゼロカーボン推進課 

●多量排出事業者を対象とした調査、減量化等計画書の提出等により、必要とされる事業者

への徹底した指導を実施します。 

令和５（２０２３）年度報告 

多量排出事業者や新たに出来た事業所などの１０社に対

し、専門的な知見を持つ技術士と一緒に訪問し、ごみの減

量化、資源化の余地について指導を行いました。    

             【担当】ゼロカーボン推進課 

●資源物の混入が多い事業者に対しては、高座清掃施設組合の要請により、当該事業者に対

して指導を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
資源物の混入について、指導を求めるような事案はありま

せんでした。       【担当】ゼロカーボン推進課 

●家庭でできる食品ロス削減の取組についての情報を発信し、食品ロス削減を推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

１０月（食品ロス削減月間）に広報、市ホームページにお

いて食品ロス削減についての啓発を行いました。 

【担当】ゼロカーボン推進課 

●食品の食べきりやてまえどりを推進する飲食店や食品小売店等との連携や優遇措置等の検

討、人が集まる施設・店舗におけるフードドライブの実施協力の呼びかけなどにより事業者

と連携した食品ロス削減を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

多量排出事業者訪問指導を通じて、てまえどりの啓発や消

費期限の近い食品の値引き販売を推奨することで食品ロス

削減を図りました。    【担当】ゼロカーボン推進課 
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●プラスチックごみの排出を抑制するライフスタイルについて、子供向け講座やイベントな

どの機会を通じて普及・啓発を継続します。 

令和５（２０２３）年度報告 

「生涯学習宅配便」や「わくわくエコ遊び」など分別の推

進やごみを出さないライフスタイルをテーマとした講座等

を実施しました。令和５（２０２３）年度は保育園、幼稚

園、小学校、イベントなどで合計４４回出展等を行いまし

た。  【担当】ゼロカーボン推進課、クリーンセンター 

●製品プラスチックごみの分別品目の拡大について検討します。 

令和５（２０２３）年度報告 

大和高座ブロック構成自治体共通の期限である令和１３年

度末までの実施に向けて、神奈川県都市清掃行政協議会

や、大和高座ブロック会議などで、他市や事業者の状況の

把握に努めました。      【担当】リユース推進課 

●ペットボトルの水平リサイクルの継続実施について取り組みます。 

令和５（２０２３）年度報告 
令和５（２０２３）年度を通じて実施しました。  

【担当】リユース推進課 

●生ごみ処理容器等で堆肥化された生ごみのリサイクルを推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

令和４（２０２２）年度、令和５（２０２３）年度の２箇

年で実証的に実施してきたフードサイクルプロジェクトに

より、年間約４トンの生ごみが堆肥としてリサイクルされ

ました。         【担当】ゼロカーボン推進課 

●燃やすごみとして処理されていた紙ごみのリサイクルを推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

令和５（２０２３）年度の収集量は約７８７ｔとなり、令

和４年度の収集量の１．３８倍、約２１８ｔ増となりまし

た。             【担当】リユース推進課 
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～具体的施策 資源物の分別収集～ 

●資源物分別収集を実施し、地域環境の保全、ごみの減量及び資源の再利用に対する市民の

意識を高めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

難再生古紙とされていた紙類が資源化可能になったことの

周知等、資源の再利用に対する市民の意識向上を図りまし

た。             【担当】リユース推進課 

～具体的施策 効率的な塵芥収集の実施～ 

●デジタルトランスフォーメーションを活用した収集作業により、収集業務の効率化を図

り、それで得た余力を利用して、資源物の収集を強化します。 

令和５（２０２３）年度報告 

塵芥収集支援システム（Ｗｏｏｍｓ）の活用により効率化

した収集作業の余力を利用し、剪定枝の分別収集・資源化

に取組み、令和５（２０２３）年度の資源化量は９６２ｔ

（前年度比＋１１７ｔ)でした。 

【担当】クリーンセンター、リユース推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ざまりんがイラストされた塵芥車 

ワクワクエコあそび「投げ込み体験」 
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進行管理指標 生ごみ処理容器補助実績台数（累計） 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ３，６００台 

令和５（２０２３）年度報告 ３，０００台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５（２０２３）年度は１４０台（電動式１１９台・非電動式２１台）の家庭用生ごみ

処理機の購入者に助成を行いました。昨年度に引き続き多数の申込みにより９月には予算上

限に達し受付を締切るなど、市民の生ごみ減量化に対する意識が高まっているものと捉えて

います。引き続き、普及率の向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 

進捗度の評価 

 

家庭用生ごみ処理機 
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進行管理指標 （家庭系）総排出量に占める資源物の割合 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ４０％ 

令和５（２０２３）年度報告 ３５．９１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電化製品の軽量化や、包装の簡略化等による資源ごみの減少により、リサイクル率が伸び

悩んでいますが、啓発講座などの積極的な取組により、市民のリサイクルに対する意識は向

上しており、今後も全体のリサイクル率向上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】リユース推進課 

進捗度の評価 

 

クリーンセンターに設置されているエコステーション 
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進行管理指標 資源物の資源化量 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １２，０００ｔ 

令和５（２０２３）年度報告 １０，００４ｔ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一般廃棄物処理計画に記載しているとおり、リサイクル率を向上させるには、資源物収集

量、集団資源回収量、中間処理施設での資源化量（焼却灰の資源化量含む）を増加させ、総

排出量（家庭系ごみ量、事業系 ごみ量）の削減を図ることが必要となります。 

 また、資源物持ち去りパトロールを実施し、座間市廃棄物の減量化、資源物及び適正処理

等に関する条例第３８条違反者の抑制に努めました。平成２５（２０１３）年１０月から開

始した剪定（せんてい）枝の資源化、戸別収集については、令和３（２０２１）年度から剪

定枝の名称を草木類に改めるとともに、草木類の集積所収集を実施し、また難処理古紙とさ

れていた感熱紙やフィルムコート紙を資源化可能とするなど、一層の資源化に取り組んでい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

            【担当】リユース推進課 

進捗度の評価 

 

ミックスペーパー・リサイクルプロジェクト 



 

41 

 

柱４－２ ごみの適正処理と不法投棄の防止 

～具体的施策 ごみ適正処理推進及び不法投棄対策～ 

●可燃ごみを減量し、座間市、海老名市、綾瀬市３市のごみの適正な処理を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 

令和５（２０２３）年度の三市の可燃ごみ（家庭系・事業

系）の総量は約６４，６３８tで、前年度比約１，４１８

t削減されました。    【担当】ゼロカーボン推進課

  

●広報、分別ガイドやカレンダーを配布することにより、より一層ごみの出し方、分別の仕

方を徹底し、市民意識の向上を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

ミックスペーパーの分別品目拡大などの周知のため、分別

ガイドを改訂し全戸配布しました。また、分別カレンダー

についても充電池使用製品の排出方法について注意を促す

よう表記方法を見直し全戸配布しました。       

             【担当】ゼロカーボン推進課 

●一般廃棄物処理基本計画や災害廃棄物処理計画に基づき、ごみの適正処理を推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

事業者の一般廃棄物集積所への排出など不適正処理に対し

個別に訪問指導を行い、ごみの適正処理を推進しました。 

 【担当】ゼロカーボン推進課、クリーンセンター 
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進行管理指標 クリーンセンター職員による出前講座実施回数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ５０回 

令和５（２０２３）年度報告 ４４回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職員の柔軟な発想と積極的な取組による、人形を使っての呼び掛けや展示物の工夫、ごみ

収集車を利用したデモンストレーションなど、主に子供を対象にごみの適正処理に関する啓

発を行いました。また、ごみの分別ルールについて、保育園・幼稚園での啓発講座をはじ

め、イベントや市庁舎での展示等で普及啓発を行っています。 

 令和５（２０２３）年度は４４回の実施回数でした。引き続き、啓発活動に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】クリーンセンター 

進捗度の評価 

 

出前講座の様子 
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進行管理指標 不法投棄防止看板配布枚数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ５０枚 

令和５（２０２３）年度報告 ４７枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年実施している県と合同した不法投棄防止パトロールの実施や、不法投棄防止看板を

配布しています。引き続き、県と協力して不法投棄対策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】クリーンセンター 

進捗度の評価 

 

不法投棄されている様子 
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基本目標５「生活環境」             

良好な生活環境の創造を進め、快適で安心して暮らせるまち 

        

達成指標 生活環境に関する苦情を解決した割合 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １００％ 

 

令和５（２０２３）年度報告 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も、苦情の早期解決を図り、快適で安心して暮らせるまちを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】生活安全課 
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柱５－１ 大気・水質・土壌汚染防止対策 

～具体的施策 大気汚染物質への対策～ 

●工場に対して、排出ガス分析の協力を依頼し、大気環境の状況を把握します。また、大気

環境中のアスベスト濃度を測定し、状況を把握します。 

令和５（２０２３）年度報告 

「神奈川県生活環境の保全等に関する条例」で規制対象と

なる事業所等の排出ガスの分析を実施した結果、塩化水素

の規制基準を達成しました。大気中のアスベスト濃度につ

いて測定を実施し、環境省が公表する一般大気中の総繊維

数濃度（１本／Ｌ以下）と比較したところ、異常はありま

せんでした。           【担当】生活安全課 

●光化学スモッグなどによる被害の未然防止を図るため、発生の監視と注意報連絡体制の維

持管理を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 

市庁舎に大気汚染常時監視測定局を設置し、大気汚染の状

況を監視した結果、進行管理指標に設定されている二酸化

窒素濃度、浮遊粒子状物質濃度について、環境基準を達成

しました。            【担当】生活安全課 

～具体的施策 河川水質の測定～ 

●市内を流れる河川の水質を定期的に測定し、水質環境の状況を把握します。 

令和５（２０２３）年度報告 

市内２河川水質調査として、鳩川の上流（六反橋）、中流

（新鳩川橋）、下流（見取橋）、目久尻川の上流（小池仲

橋）、中流（上栗原橋）、下流（寒川橋）の６地点におい

て、生活環境の保全に関する項目を６回、両河川の下流２

地点において、人の健康の保護に関する項目を２回測定し

ました。人の健康の保護に関する項目は、すべての項目で

環境基準を達成しました。生活環境の保全に関する項目

は、測定時期により、環境基準値を達成できていない項目

がありました。令和５（２０２３）年度は、令和４（２０

２２）年度に比べて多くの値について、大きな変化は見ら

れませんでした。しかし、目久尻川上流の大腸菌数につい

ては改善されました。これは検体採取方法の変更などによ

るものと考えられますが、観測点によって値が大きく異な
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る等、複合的な要因が考えられ、単年度のみでは判断する

ことが難しいため、今後も状況を注視しながら、引き続き

調査を実施していきます。     【担当】生活安全課 

～具体的施策 工場・事業所排水への対策～ 

●工場・事業所に対して、排水分析の協力を依頼し、水質汚濁の状況を把握します。 

令和５（２０２３）年度報告 

公共下水道に未接続である工場、事業所を対象に、立ち入

り検査を実施しています。令和５（２０２３）年度には、

２事業所に対して排水調査を実施し、「神奈川県生活環境

の保全等に関する条例」に定める、排水基準に適合してい

ました。             【担当】生活安全課 

～具体的施策 公共下水道水洗化の普及～ 

●水洗化普及活動、公共下水道の接続に要する費用の一部助成などを行い、公共下水道への

接続を促進することで、公共用水域の水質保全、生活環境及び公衆衛生の改善を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

公共下水道の接続率は９８．０１％でした。水洗化の普及

活動として、庁内でのミニ下水道展を実施しました。未接

続家屋に対して接続を呼び掛ける文書を発送することに加

え、訪問、電話等により接続の呼び掛けを実施しました。

                【担当】下水道施設課 

～具体的施策 地下水の水質測定～ 

●地下水質の測定を定期的に行い、経年変化などを把握します。 

令和５（２０２３）年度報告 

市内の地下水、湧水の水質状況を総合的に把握するため、

地下水の水質汚濁に係る環境基準全２８項目の有害物質調

査を３地点で、有機塩素化合物であるトリクロロエチレン

及びテトラクロロエチレンの２項目の調査を６地点で、計

９地点の水質検査を実施しました。すべての地点で環境基

準を達成しています。       【担当】生活安全課 

●地下水調査により地下水の保全に努め、市民に対し安全な水を安定供給します。 

令和５（２０２３）年度報告 

市北部の市境で地下水汚染状況を監視するため、トリクロ

ロエチレン、テトラクロロエチレン、１，１，１―トリク

ロロエタン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の４項目につい
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て地下水汚染監視調査を４地点で６回実施しました。それ

らの結果、環境基準を達成しています。トリクロロエチレ

ン、テトラクロロエチレン、１，１，１―トリクロロエタ

ン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の４項目：資料編Ｐ．１

９５～Ｐ．１９６に注釈。     【担当】生活安全課 

～具体的施策 土壌汚染への対策～ 

●県と連携し、対応できる体制を整備します。 

令和５（２０２３）年度報告 

土壌汚染に係る情報把握に努め、土壌汚染が発覚した際に

は、県と連携し、対応できる体制を整備しました。   

                 【担当】生活安全課 

～具体的施策 悪臭への対策～ 

●悪臭苦情に対する現地調査と原因者へ指導を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 

悪臭に関する苦情を受け付けた際には、現地を確認し、必

要に応じて事業者へ是正指導などを実施しました。令和５

（２０２３）年度は、令和４（２０２２）年度と比べると

苦情件数が、減少しました。その一因として、新型コロナ

対策としての在宅勤務者が減少し、昼間人口が少なくなっ

たことが考えられます。      【担当】生活安全課 
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進行管理指標 大気の環境基準達成率※ 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １００％ 

令和５（２０２３）年度報告 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※対象は二酸化窒素、浮遊粒子状物質。 

 大気中の二酸化窒素濃度及び浮遊粒子状物質について測定を実施し、環境省が公表する環

境基準と比較したところ、異常はありませんでした。今後も神奈川県と情報を共有しながら

大気汚染の状況を把握・分析するよう努めてまいります。 

※二酸化窒素の測定結果は資料編Ｐ．１２１、浮遊粒子状物質の測定結果は資料編Ｐ．１２

５を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】生活安全課 

進捗度の評価 
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進行管理指標 河川水質の環境基準達成率（人の健康の保護に関する項目） 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １００％ 

令和５（２０２３）年度報告 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年度において、人の健康の保護に関する項目は、全ての項目で環境基準を達成しま

した。 

※河川水質の測定地点は資料編Ｐ．１３８、調査結果は資料編Ｐ．１４０を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】生活安全課 

進捗度の評価 

 

測定している様子 
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進行管理指標 河川水質の環境基準達成率（生活環境項目） 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １００％ 

令和５（２０２３）年度報告 ８６．４６％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活環境の保全に関する項目は、測定時期により、環境基準値を達成できていない項目

（鳩川：ｐＨ、ＢＯＤ、大腸菌数。目久尻川：大腸菌数）がありました。鳩川中・下流部に

おいてｐＨが継続的に高くなっていますが、この要因として、水草などの繫茂や生活排水の

影響、水量が少なく穏やかな流れであること等が考えられます。 

※河川水質の測定地点は資料編Ｐ．１３８、調査結果は資料編Ｐ．１４０を参照。 

※ｐＨ、ＢＯＤ、大腸菌数は資料編Ｐ．１９７に注釈。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】生活安全課 

進捗度の評価 
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進行管理指標 工場・事業所の排水基準の適合率 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １００％ 

令和５（２０２３）年度報告 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公共下水道に未接続である工場、事業所を対象に、立入検査を実施しています。令和５
年度には、２事業所に対して排水調査を実施し、「神奈川県生活環境の保全等に関する条

例」に定める、排水基準に適合していました。 

今後も、神奈川県と情報を共有しながら調査、指導を継続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】生活安全課 

進捗度の評価 
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進行管理指標 公共下水道（汚水）接続率 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １００％ 

令和５（２０２３）年度報告 ９８．０１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水洗化の普及活動として、庁内でのミニ下水道展を実施しました。 

未接続家屋に対して接続を呼び掛ける文書を発送することに加え、訪問、電話等により接

続の呼び掛けを実施しました。引き続き、目標達成に向けて、施策に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】下水道施設課 

進捗度の評価 

 

令和５年９月 ミニ下水道展 
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進行管理指標 湧水・地下水の有害物質の環境基準達成率 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １００％ 

令和５（２０２３）年度報告 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の地下水・湧水の水質状況を総合的に把握するため、地下水の水質汚濁に係る環境
基準全２８項目の有害物質調査を３地点で、有機塩素系化合物であるトリクロロエチレン
及びテトラクロロエチレンの２項目の調査を６地点で、計９地点の水質調査を実施しまし
た。すべての地点で環境基準を達成しています。 
市北部の市境で地下水汚染状況を監視するため、トリクロロエチレン、テトラクロロエ

チレン、1，1，1―トリクロロエタン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の４項目について地下
水汚染監視調査を４地点で６回実施しました。それらの結果、環境基準を達成していま
す。 
今後も地下水位及び地下水・湧水中の水質の経年変化を把握するため、近隣市と情報を

共有しながら調査を継続します。 

※有機塩素系化合物の調査地点については、資料編Ｐ．１６

６、調査結果については資料編Ｐ．１６７、１６８を参照。 

 

 

 

 

 

 

【担当】生活安全課 

進捗度の評価 

 

水質調査の様子 
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柱５－２ 騒音・振動防止対策 

～具体的施策 騒音・振動の実態の把握～ 

●騒音・振動の実態を把握します。騒音については、環境基準に基づく統一的な評価を行

い、騒音対策の必要性や効果を把握します。 

令和５（２０２３）年度報告 

環境騒音の実態調査として市内４地点で「騒音に係る環境

基準の評価マニュアル（一般地域編）」に準じた調査を実

施した結果、全地点で環境基準を達成しました。市内の騒

音実態把握のため、調査を継続します。        

                 【担当】生活安全課 

●長年の航空機騒音被害解消に向けた要請が実り、騒音被害は大きく減少しました。航空機

騒音を継続して測定することにより騒音の実態を把握します。 

令和５（２０２３）年度報告 

平成３０（２０１８）年３月に航空艦載機部隊が厚木基地

から山口県岩国基地へ移駐し、航空機騒音は軽減しました

が、今後も実態把握のため、騒音の測定を継続します。 

※航空機騒音の調査結果は資料編Ｐ．１６１、Ｐ．１６２

を参照。             【担当】総合政策課 
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進行管理指標 一般環境騒音の環境基準達成率 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １００％ 

令和５（２０２３）年度報告 １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境騒音の実態調査として市内４地点で「騒音に係る環境基準の評価マニュアル（一般地

域編）」に準じた調査を実施した結果、全地点で環境基準を達成しました。市内の騒音実態

把握のため、調査を継続します。 

※騒音の調査地点は資料編Ｐ．１５８、調査結果は資料編Ｐ．１５９を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】生活安全課 

進捗度の評価 

 

実態調査の様子 
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基本目標６「環境教育・学習」          

ライフステージに応じた学びの機会があり、市・市民・事業者が協働し

て環境活動に取り組むまち 

    

達成指標 生涯学習宅配便（環境関連講座）実施回数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 
増加 

（令和３（２０２１）年度数値２０回を基準とする。） 

 

令和５（２０２３）年度報告 ４９回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動を支援するための講座「ざま生涯学習宅配便」のメニューに、地球温暖化や地下

水に関する講座を登録しました。令和５（２０２３）年度は４９回実施しています。引き続

き、環境啓発のために取り組んでいきます。 

 

 

 

 

【担当】生涯学習課 
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柱６－１ 環境教育・学習の推進 

～具体的施策 環境保全意識の啓発～ 

●市・市民・事業者の協働により、市民・事業者の環境保全意識の向上を目的とした事業を

実施します。 

令和５（２０２３）年度報告 

スマホの地図アプリを使った、市民参加型の生物多様性イ

ベントを実施し、市民の環境保全意識の向上に努めまし

た。事業者においては、環境経営を後押しするため、中小

企業向けの脱炭素セミナーを開催しました。      

             【担当】ゼロカーボン推進課 

●「レッツトライひまわり環境ＩＳＯ」の取組を推進し、小中学校の児童・生徒の環境保全

意識を啓発します。 

令和５（２０２３）年度報告 

「レッツトライひまわり環境ＩＳＯ」として、次の事業を

実施しました。 

・環境学習（教科及び総合的な学習の時間、道徳での環境

学習、栽培活動など） 

・環境保全活動 

  緑化活動：花壇の整備やグリーンカーテンの作成 

  美化活動：校内外での美化活動 

  清掃活動：清掃活動の改善、点検、清掃マニュアルの

見直し、美化コンクールの実施 

・省エネ、省資源、リサイクル活動：プルタブ、アルミ

缶、エコキャップ、牛乳パック、インクカートリッジ、古

紙の回収、紙の配付物を電子化、ごみの分別や節電、節水 

・環境意識向上のための取組：児童会、生徒会、環境委

員、美化委員会等による啓発活動、給食委員による食品廃

棄物の削減呼びかけ、緑の羽根募金活動        

                 【担当】教育指導課 
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●保育園・幼稚園・小学校を中心に、市民への資源物分別や環境美化等に関する啓発活動を

実施し、楽しくわかりやすい活動を通じて環境保全意識の向上を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

「生涯学習宅配便」や「わくわくエコ遊び」など分別の推

進やごみを出さないライフスタイルをテーマとした講座等

を実施しました。令和５（２０２３）年度は保育園、幼稚

園、小学校、イベントなどで合計４４回出展等を行いまし

た。  【担当】ゼロカーボン推進課、クリーンセンター 
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進行管理指標 ＳＤＧｓエコポスターコンクール応募者数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 
増加 

（令和４（２０２２）年度数値３０５人を基準とする。） 

令和５（２０２３）年度報告 １０２人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオンモール座間との包括連携協定の一環として、市内小学５・６年生と中学生を対象に

「ＳＤＧｓエコポスターコンクール２０２３」を開催し、１０２人の応募がありました。 

本コンクールは夏季休暇期間中の課題として取り上げていただくよう学校に協力を求め、

さらに対象となる児童・生徒全員へのチラシ配付により募集をしているところです。減少し

ている理由としては、令和４（２０２２）年度は部活動として本コンクールに取り組む学校

がありましたが、令和５（２０２３）年度は昨年と同じものを題材とせず、別の課題を選択

するなど、学校や子どもたちの対応の変化があったものと推察します。 

 引き続き学校や児童・生徒に対し、ＳＤＧｓの重要性及び本コンクールの意義などを呼び

かけてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 

進捗度の評価 

 

SDGｓエコポスターコンクール授賞式の様子 
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進行管理指標 レッツトライひまわり環境 ISO実施校数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １７校 

令和５（２０２３）年度報告 １７校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内小・中学校では「レッツトライひまわり環境 ISO」の取り組みを行っています。この

取り組みは児童生徒が環境への関心をもち、全地球的な視野で環境を考えることができるよ

うになることを目的としています。児童生徒、そして教職員も一体となって、環境にやさし

い活動を継続的に実践しています。今後も継続して事業を取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】教育指導課 

進捗度の評価 

 

学校内美化活動に取り組む様子 

 

 

 

 

 

学校内の花壇に植えたひまわり 
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柱６－２ 市・市民・事業者の連携強化 

～具体的施策 市民活動の支援～ 

●市内で環境保全等に取り組む市民や市民団体の活動を支援し、取組の促進を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

市民団体の環境保全に関する活動などを紹介する環境パネ

ル展を開催し広く啓発を行いました。         

             【担当】ゼロカーボン推進課 

～具体的施策 事業者活動の支援・推進～ 

●事業者に対する研修会、情報交換や連携体制づくりの場の提供等を検討し、事業者の取組

の促進を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 
中小企業向けの脱炭素セミナーを開催し、事業所の環境政

策強化を図りました。   【担当】ゼロカーボン推進課 

●県や周辺自治体、その他自治体との連携を推進し、広域的な課題の解決、地域循環共生圏

の構築を目指します。 

令和５（２０２３）年度報告 

県央相模川サミットカーボンニュートラル推進専門部会な

どを通じ、県や周辺自治体と情報共有や意見交換を行いま

した。          【担当】ゼロカーボン推進課 
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進行管理指標 環境に関する事業者研修実施回数（累計） 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ８回 

令和５（２０２３）年度報告 １回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５（２０２３）年度に中小企業向けの脱炭素セミナーを開催し、事業者の環境活動を

促進させました。引き続き、事業者の活動の支援・推進に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 

進捗度の評価 

 

中小企業脱炭素化セミナーの様子 
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進行管理指標 他自治体と連係した環境学習会参加回数（累計） 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ８回 

令和５（２０２３）年度報告 １回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４市１町１村で構成する県央相模川サミットにおきまして、「カーボンニュートラル推進

に向けた共同宣言」を行いました。カーボンニュートラル実現に向けた取組は、住民生活や

経済活動など、あらゆる分野に影響するものであり、カーボンニュートラルを実現するため

には、地方自治体の役割は大きいものであると認識しております。 

令和５（２０２３）年度は専門部会において意見交換等を行いました。今後も相互に協力・

連携し、取り組んでいきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 

進捗度の評価 
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柱６－３ 環境情報の公開 

～具体的施策 環境情報の提供～ 

●市のＴｗｉｔｔｅｒ（ツイッター）やＬＩＮＥ（ライン）などのＳＮＳを活用し、より効

果的な情報発信を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 

各所属で行う事業について積極的に SNSで投稿・公開す

るように働きかけを行うほか、操作方法の指導を行い支

援しました。          【担当】秘書広報課 

～具体的施策 教育研究の推進～ 

●理科資料集や草花写真集などを作成し、環境教育の情報発信に努め、児童の興味関心を高

めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

理科資料集「自然はおもしろい」の改訂を進めるとともに

デジタル化をスタートさせ、草花・樹木シートの写真の改

訂を行いました。         【担当】教育研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 

座間市地球温暖化対策実行計画 

（区域施策編） 

年次報告書 
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令和５（２０２３）年３月に策定した座間市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）（以

下「本計画」という。）に基づき、令和２（２０２０）年度の市域における温室効果ガス総

排出量（二酸化炭素換算）を報告します。 

※本頁は「第４章 施策の展開」の「基本目標１ 地球環境」の中で掲げている「柱１－

１ 省エネルギ―・再生可能エネルギーの推進」、「柱１－２ 環境負荷の少ない交通の推

進」及び「柱１－３ 吸収源対策の推進」について、具体的な施策を示しています。 

１ 計画の概要 

（１）目標 

令和５（２０２３）年度から令和１２（２０３０）年度までの１１年間を計画期間と

した本計画は、市域で発生した温室効果ガス総排出量を基準年度である平成２５（２０

１３）年度より４６％以上削減することを目標としています。 

（２）対象範囲 

本計画で対象とする区域施策は、市域全体とします。 

（３）対象とする温室効果ガス 

   対象とする温室効果ガスは、国の地球温暖化対策計画で対象とされている二酸化炭素

（ＣＯ２）、メタン（ＣＨ４）、一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ）、ハイドロフルオロカーボン類

（ＨＦＣｓ）、パーフルオロカーボン類（ＰＦＣｓ）、六ふっ化硫黄（ＳＦ６）、三ふ

っ化窒素（ＮＦ３）の７物質とします。ただし、メタン、一酸化二窒素、ハイドロフル

オロカーボン類、パーフルオロカーボン類、六ふっ化硫黄、三ふっ化窒素は本市におけ

る排出量が極めて少ないため、排出量の把握対象に含めないこととします。なお、これ

ら６物質の温室効果ガスについては、県の排出量の動向を注視し、必要に応じて対策を

講じます。 

（４）対象とする部門（分野） 

産業部門、家庭部門、運輸部門、廃棄物分野、業務その他部門 

 

２ 温室効果ガス排出量の算定 

（１）対象期間 

令和２（２０２０）年４月１日～令和３（２０２１）年３月３１日 

（２）排出量の算定方法 

資源エネルギー庁の「都道府県別エネルギー消費統計」を活用し、「地方公共団体実

行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（算定手法編）に基づいて、対象期間の温

室効果ガス総排出量を算出します。 
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３ 調査結果 

（１）令和２（２０２０）年度の温室効果ガス排出量 

令和２（２０２０）年度の温室効果ガスの排出量、構成割合等は、次のとおりです 

 ※「都道府県別エネルギー消費統計」に公表された数値は令和２（２０２０）年度の実績

値であるため、報告最新年度は令和２（２０２０）年度になります。 

温室効果ガス排出量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

部門別二酸化炭素排出量の内訳 
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年度別温室効果ガス排出量（表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 具体的施策 

～具体的施策 省エネルギー・再生可能エネルギーの導入促進～ 

 市民や事業者に対して、省エネルギー及び再生可能エネルギー設備導入に関する支援や情

報提供を行います。 

●地球温暖化の防止や環境保全意識の高揚を図るため、住宅にスマートハウス関連設備を設

置する市民に対し、購入費の一部を補助します。 

令和５（２０２３）年度報告 

令和５（２０２３）年度は、太陽光発電システム４７

件、エネファーム６件、リチウムイオン蓄電池６５件、

ＨＥＭＳ２０件に助成しました。 

【担当】ゼロカーボン推進課 

●地球温暖化対策に積極的に取り組む事業者に対する優遇措置制度等を検討します。 

令和５（２０２３）年度報告 

他自治体と情報共有を図りながら、調査、研究しまし

た。引き続き、制度化が図れるよう、検討に努めます。

            【担当】ゼロカーボン推進課 

単位：千ｔ－ＣＯ² 

2013年度

基準年度

農業 0.6 1.1 1.2 1.3 1.6 1.1 1.0 1.1

建設業 7.3 6.9 6.7 5.5 5.8 5.2 4.6 6.0

製造業 71.9 68.8 60.3 56.2 58.3 64.3 65.6 48.8

小計 79.8 76.7 68.2 63.0 65.6 70.7 71.2 55.9

161.7 144.2 144.3 131.4 125.6 118.9 131.7 120.1

177.1 176.3 156.9 152.3 155.1 150.8 157.7 162.3

自動車 121.9 117.5 116.8 117.4 115.7 111.1 107.7 96.6

鉄道 9.1 8.5 8.3 7.4 7.2 7.3 7.0 6.7

小計 131.0 126.0 125.1 124.8 122.9 118.3 114.6 103.4

11.3 9.2 8.0 7.9 6.9 12.8 13.4 13.9

560.9 532.3 502.4 479.3 476.3 471.5 488.5 455.6

0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6

487.9 455.0

0.2

吸収量

合計

（吸収量を考慮）
560.2 531.7 501.8 478.6 475.6 470.8

105.3

削減率

（基準年度比）
― 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.1

28.6 58.4 81.6 84.6 89.4 72.4―

2018年度 2019年度 2020年度

産

業

部

門

業務その他部門

家庭部門

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

運

輸

部

門

廃棄物分野

合計

削減量

（基準年度比）
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●省エネルギー性能の高い建築物の建築やエネルギーマネジメントシステム等の導入に関す

る情報提供等を行い、省エネルギー建築を推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

事業者や他自治体が開催する研修会やセミナーに積極的に

参加し、情報収集に努めました。引き続き、情報提供に努

め、省エネルギー建築を推進できるよう取り組んでいきま

す。           【担当】ゼロカーボン推進課 

●市民や事業者に対し、省エネルギーの取組方法や省エネルギー・再生可能エネルギー設備

の導入メリット、最新動向に関する情報提供を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
ホームページに情報を掲載し、情報の発信に努めました。

【担当】ゼロカーボン推進課 

●再生可能エネルギー利用拡大に向け、継続して情報収集・提供を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
ホームページに情報を掲載し、情報の発信に努めました。

【担当】ゼロカーボン推進課 

～具体的施策 低炭素電力利用の推進～ 

家庭や事業所における低炭素電力への切り替えを促進します。 

●家庭や事業所における低炭素電力への切り替えを促進するため、低炭素電力のメリットや

切り替え方法等に関する情報提供、電力切り替えに取り組みやすい仕組みづくりを検討しま

す。 

令和５（２０２３）年度報告 

他自治体の事例を参考にし、低炭素電力への切り替えにお

ける知識を深めました。引き続き、低炭素電力への切り替

えが促進できるよう、取り組んでいきます。 

【担当】ゼロカーボン推進課 

～具体的施策 地球温暖化対策意識の啓発～ 

市民や事業者の地球温暖化対策意識の啓発を行います。 

●市民・事業者の地球温暖化対策意識の向上を目的として、講座や講演会などを開催しま

す。 

令和５（２０２３）年度報告 

市内企業の環境経営を後押しするため、中小企業向けの脱

炭素化セミナーを開催しました。脱炭素化への取り組み

は、環境に配慮している企業として自社の評価を高め、ビ
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ジネスチャンスを生み出すことに繋がります。本セミナー

に８名参加されました。  【担当】ゼロカーボン推進課 

●効果的な地球温暖化対策を実施している市内事業者の取組事例を市民に広く共有できるよ

うな仕組みづくりに努めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

国、県、先進自治体の取組を参考にしながら、市内事業

者との連携を図れるよう、仕組みづくりについて、調査

研究しました。引き続き、仕組みづくりの構築に努めま

す。          【担当】ゼロカーボン推進課 

●ＳＤＧｓエコポスターコンクールの実施等により、小中学校の児童・生徒の環境保全意識

を啓発します。 

令和５（２０２３）年度報告 

令和５（２０２３）年度は、応募総数１０２点で、座間

市長賞ほか入賞作品として１２点を選出しました。応募

作品展をイオンモール座間イオンホールにて実施しまし

た。          【担当】ゼロカーボン推進課 
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進行管理指標 スマートハウス関連設備設置補助件数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １４０件 

令和５（２０２３）年度報告 １３８件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５（２０２３）年度は太陽光発電システム４７件、エネファーム６件、リチウムイオ

ン蓄電池６５件、ＨＥＭＳ２０件を助成しました。 

 地球温暖化対策の推進のため、国、県、や他市町村の動向を注視しながら、引き続き、助

成事業を継続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 

進捗度の評価 
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進行管理指標 市民への太陽光発電設備設置補助件数（累計） 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ４００件 

令和５（２０２３）年度報告 ４７件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地球温暖化の防止や環境保全意識の高揚を図るため、住宅にスマートハウス関連設備を設

置する市民に対し、購入費の一部を助成しており、住宅用太陽光発電設備を設置しようとす

る市民に対して、１ｋWあたり１２，０００円で上限４０，０００円を助成しました。 

 地球温暖化対策の推進のため、国、県及び他市町村の動向を注視しながら、引き続き、太

陽光発電設備の普及に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 

進捗度の評価 
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進行管理指標 事業者への太陽光発電設備設置補助件数（累計） 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ７０件 

令和５（２０２３）年度報告 ０件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※令和６（２０２４）年度より実施予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 
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進行管理指標 ＳＤＧｓエコポスターコンクール応募者数（再掲） 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 
増加 

（令和４（２０２２）年度数値３０５人を基準とする。） 

令和５（２０２３）年度報告 １０２人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオンモール座間との包括連携協定の一環として、市内小学５・６年生と中学生を対象に

「ＳＤＧｓエコポスターコンクール２０２３」を開催し、１０２人の応募がありました。 

本コンクールは夏季休暇期間中の課題として取り上げていただくよう学校に協力を求め、

さらに対象となる児童・生徒全員へのチラシ配付により募集をしているところです。減少し

ている理由としては、令和４（２０２２）年度は部活動として本コンクールに取り組む学校

がありましたが、令和５（２０２３）年度は昨年と同じものを題材とせず、別の課題を選択

するなど、学校や子どもたちの対応の変化があったものと推察します。 

 引き続き学校や児童・生徒に対し、ＳＤＧｓの重要性及び本コンクールの意義などを呼び

かけてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 

進捗度の評価 

 

SDGｓエコポスターコンクール授賞式の様子 
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～具体的施策 電気自動車の普及促進～ 

市内における電気自動車用充電設備設置を推進します。 

●市内における電気自動車用充電設備設置を推進し、事業者と連携した電気自動車用充電設

備の導入推進を検討します。 

令和５（２０２３）年度報告 

市民が利用可能な電気自動車急速充電器を設置する事業

者に、設置費用の一部を助成する補助金を設けました。

            【担当】ゼロカーボン推進課 

～具体的施策 交通における環境負荷低減の推進～ 

環境負荷の少ない交通利用を推進します。 

●日常の自動車利用を公共交通や自転車、徒歩等へ転換することを促すため、公共交通や自

転車の利用促進を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

国、県からの情報提供を受け、関係部署と共有しまし

た。引き続き、利用促進が図れるよう、取り組んでいき

ます。         【担当】ゼロカーボン推進課 

●移動手段の一つとして、シェアサイクルの導入を検討します。 

令和５（２０２３）年度報告 
令和５年度より座間市シェアサイクル実証実験事業を開始

しました。            【担当】都市計画課 

●新設道路については道路構造令の基準に合わせた自転車道の整備を計画します。既存道路

については幅員等を勘案し、設置できるか検討します。 

令和５（２０２３）年度報告 
新設道路、既存道路ともに検討中です。 

【担当】道路課 

●公共交通機関の利便性向上に向け、市内コミュニティバスの利用状況等を把握し、必要に

応じて運行ルートや時刻表等の見直しを行います。 

令和５（２０２３）年度報告 

運行見直しに必要となる利用状況のデータ取得のため、シ

ステム導入に係る調査研究を行いました。       

                 【担当】都市計画課 
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●デジタルトランスフォーメーションを活用したごみの収集作業により、収集作業の無駄を

省くことで車両の稼働を抑え、燃料消費の削減を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

塵芥収集支援システム（Ｗｏｏｍｓ）を活用し、収集作業

をチームで対応することで効率的な収集を実施しました。

              【担当】クリーンセンター 
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進行管理指標 コミュニティバス利用者数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １４２，９８５人 

令和５（２０２３）年度報告 １６５，６８６人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座間市コミュニティバスであるザマフレンド号は、市役所を中心とした公共交通網の補完

的役割を果たすとともに、市民の日常の交通手段「生活の足」を確保することを目的に運行

しています。引き続き、目標を達成できるよう取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】都市計画課 

進捗度の評価 

 

コミュニティバス「ザマフレンド号」 
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～具体的施策 吸収源の保全と活用～ 

森林や都市公園、農地等の適正な管理・保全及び総合的な利活用を推進します。 

●主要な吸収源である森林や都市公園をはじめ、市内の緑を適正に管理・整備し、健全な森

林等の維持を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 
緑の維持管理を行いました。 

   【担当】公園緑政課 

●農地の保全及び活用を推進し、農地の多面的機能の向上を図ります。 

令和５（２０２３）年度報告 

災害時等に一時的な避難ができるよう農地の保全等に努め

ました。今後も機能向上に努めます。         

                      

【担当】産業振興課 

●環境教育・学習における活用やバイオマス利用など、森林や都市公園、農地等の総合的利

活用を検討します。 

令和５（２０２３）年度報告 

他自治体と情報共有を図りながら、調査、研究しました。

引き続き、制度化が図れるよう、検討に努めます。   

                

【担当】ゼロカーボン推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 

座間市地球温暖化対策実行計画 

（事務事業編） 
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令和５（２０２３）年度に改定した座間市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）（以下

「本計画」という。）に基づき令和５（２０２３）年度の温室効果ガス総排出量（二酸化炭

素換算）を報告します。 

※本章は、「第４章 施策の展開」の「基本目標１ 地球環境」の中で掲げている「柱１

－４ 市役所における段炭素化の推進」について、具体的な施策を示しています。（こちら

の施策については、座間市庁舎だけでなく、市内の公共施設が対象になります。） 

１ 計画の概要 

（１）目標 

令和２（２０２０）年度から令和１２（２０３０）年度までの１１年間を計画期間とした

本計画は、市の事務事業の執行により発生した温室効果ガス総排出量を基準年度である平成

２５（２０１３）年度より５０％削減することを目標としています。 

（２）対象事務事業及び施設 

本計画で対象とする事務事業は、市長部局、上下水道局、消防本部（消防署を含む）、議

会事務局、教育委員会、選挙管理委員会事務局、監査委員事務局及び農業委員会事務局の所

管する事務事業です。ただし、他者等へ委託等により行う事務事業は計画対象外としていま

すが、「エネルギー使用の合理化等に関する法律」に基づき、本市が特定事業者としてエネ

ルギーの年度使用量を報告する施設（例：指定管理者制度により管理運営する施設）は対象

施設とし、施設の一覧は表７のとおりです。 

（３）対象とする温室効果ガス 

地球温暖化対策推進に関する法律第２条第３項に掲げる７種の温室効果ガスのうち、市が

事務事業を遂行するに当たり、最も排出量が多い二酸化炭素（ＣＯ２）を対象としました。 

（４）対象とするエネルギー等 

電気、ＬＰＧ、都市ガス、灯油、ガソリン、軽油及びＡ重油を対象とします。なお、ＬＰ

Ｇ、ガソリン及び軽油について施設維持管理用と公用車用を分けて集計しました。また、電

気自動車の走行によって消費する電力は、施設維持管理用に含めて集計しています。 

 

２ 温室効果ガス排出量の算定 

（１）対象期間 

令和５（２０２３）年４月１日～令和６（２０２４）年３月３１日 

（２）排出量の算定方法 

対象期間内に対象事務事業及び施設で消費した各種エネルギーの使用量を「地方公共団体

実行計画（事務事業編）策定・実施マニュアル（算定手法編）（旧 温室効果ガス総排出量

算定方法ガイドライン）」に基づいて、対象期間の温室効果ガス総排出量を算出します。 
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（３）電力の温室効果ガス排出係数の取扱い 

本報告書の電力使用による温室効果ガス排出量の換算は、環境省・経済産業省が公表する

「電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出算定用）」を用い、電気事業者別

の係数（変動係数）で算出しました。変動係数を用いることにより、当該年度の市の事業に

伴う温室効果ガス排出量をより詳細に集計し、電力自由化による電力会社ごとの最新係数値

を反映できるようになりました。 

３ 調査結果 

（１）令和５（２０２３）年度のエネルギー使用量と温室効果ガス排出量 

令和５（２０２３）年度の各種エネルギー使用量、温室効果ガスの排出量、構成割合等

は、表１及びグラフ１のとおりです。 

 

表１ 令和５（２０２３）年度のエネルギー使用量及び温室効果ガス総排出量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 電気は、公用車（電気自動車）電気使用量と施設維持管理電気使用量の合算値となります。 

※２ 割合（％）の合計は、小数点以下第三位を四捨五入しているため、１００％にならない場合

があります。 

割合

(%)

ＬＰＧ(ℓ) 0 0 0

ガソリン (ℓ) 77,925 181 2.29%

軽油 (ℓ) 133,456 345 4.36%

526 6.65%

施設維持 ＬＰＧ(㎥) 10696 70 0.88%

管理用燃料 都市ガス (㎥) 218,381 488 6.17% 給湯

灯油 (ℓ) 20,004 50 0.63% 給湯、空調設備

ガソリン (ℓ) 1,544 4 0.05% 冷暖房

軽油 (ℓ) 8,905 23 0.29%

Ａ重油 (ℓ) 1,535 4 0.05%

639 8.07% 施設管理

7,915

公用車燃料

温室効果ガス総排出量

エネルギー等の種類 使用量

温室効果ガス

エネルギーの主な

用途排出量(t-CO2)

電　　　気※(kWh) 14,767,292 6,750 85.28%
照明、空調設備、

電気自動車
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グラフ１ 令和４（２０２２）年度に排出された温室効果ガスのエネルギー構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「公用車」には使用した燃料（ＬＰＧ・ガソリン・軽油）全てを含みます。 

 

（２）温室効果ガスの排出状況（基準年度、目標年度比較） 

本計画では、温室効果ガス総排出量の削減目標を達成するため、温室効果ガス総排出量の

削減目標を設定しています。 

基準年度（平成２５（２０１３）年度）及び目標年度（令和１２（２０３０）年度）の排

出量は、表２で示すとおりです。また、表３では、令和５（２０２３）年度のエネルギー使

用量及びエネルギー毎温室効果ガス排出量について基準年度（平成２５（２０１３）年度）

及び前年度（令和４（２０２２）年度）との比較をしました。 

 

表２ 計画期間内の温室効果ガスの排出状況   【単位：t-CO2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５(２０１３)年度 令和５（２０２３）年度

基準排出量 排　出　量

電気 8,617 6,750

公用車燃料 476 526

その他燃料

（施設維持管理用）

総排出量 10,631 7,915

項　　目

1,538 639

令和１２（２０３０）年度

目標排出量

5,316
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表３ エネルギー使用量及びエネルギー毎温室効果ガス排出量（基準年度、前年度比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成２５年度 令和４年度 令和５年度 基準年度との比較 前年度との比較

(基準年度) (前年度) (調査年度) （増減率） （増減率）

千kWh 16,414 15,434 14,767 -10.0% -4.3%

t-CO2 8,617 7,050 6750 -21.7% -4.3%

千ℓ 29.8 0 0 -100.0% -

t-CO2 51 0 0 -100.0% -

千ℓ 67.1 73.2 77.9 16.1% 6.4%

t-CO2 156 170 181 16.0% 6.5%

千ℓ 104 128.4 133.5 28.4% 4.0%

t-CO2 269 331 345 28.3% 4.2%

t-CO2 479 501 526 9.8% 5.0%

千㎥ 78.8 62.6 10.7 -86.4% -82.9%

t-CO2 516 409 70 -86.4% -82.9%

千㎥ 273.5 247.2 218.3 -20.2% -11.7%

t-CO2 611 552 488 -20.1% -11.6%

千ℓ 142 31.9 20 -85.9% -37.3%

t-CO2 354 79 50 -85.9% -36.7%

千ℓ 1.5 1.3 1.5 0.0% 15.4%

t-CO2 4 3 4 0.0% 33.3%

千ℓ 10 0.3 8.9 -11.0% 2866.7%

t-CO2 26 1 23 -11.5% 2200.0%

千ℓ 9.9 1.3 1.5 -84.8% 15.4%

t-CO2 27 4 4 -85.2% 0.0%

t-CO2 1,568 1,048 639 -59.2% -39.0%

-25.5% -8.0%

-16.2% -7.5%

温室効果ガス
10,631 8,599 7,915

総排出量（t-CO2）

熱量（ＧＪ）
195,747 177,285 164,019

※内訳は表４参照

各エネルギーの使用量及び温室効果ガス排出量（ＣＯ2換算排出量）

電　　気

 

公

用

車

燃

料

ＬＰＧ

ガソリン

軽油

施

設

維

持

管

理

用

燃

料

ＬＰＧ

都市ガス

灯油

ガソリン

軽油

Ａ重油
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表４ 熱量（ＧＪ）の内訳（基準年度、前年度比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５（２０２３）年度の温室効果ガス総排出量は、７，９１５ｔ-ＣＯ２で、前年度（令

和４（２０２２）年度）比較では、８％減少しました。また、基準年度（平成２５（２０１

３）年度）比較では、２５．５％減少しました。 

基準年度比較の内訳について、電気の使用を起因とする温室効果ガス排出量は２１．７％

の減少、公用車の使用を起因とする温室効果ガス排出量は９．８％の増加、施設維持管理に

起因する温室効果ガス排出量は５９．２％の減少となりました。また、前年度比較の内訳に

ついて、電気の使用を起因とする温室効果ガス排出量は４．３％の減少、公用車の使用を起

因とする温室効果ガス排出量は５％の増加、施設維持管理に起因する温室効果ガス排出量は

３９．０％の減少となりました。公用車の使用を起因とする温室効果ガス排出量は増加しま

したが、他２項目については減少しました。 

令和５（２０２３）年度の温室効果ガス排出量の排出状況について、電気の項目は、前年

度比で電力使用量は４．３％減少し、温室効果ガス排出量が４．３％減少しました。ＥＳＣ

Ｏ事業により、市民体育館の電力使用量が減少しています。また、基準年度との比較におい

ても電力使用量は減少しました。公用車燃料については、前年度比で温室効果ガス排出量が

５％増加しました。新型コロナウイルス感染症対策の緩和により、対面での活動がコロナ禍

以前に戻りつつあり、職員の出張に公用車を使用したことも影響していると考えられます。

平成２５年度 令和４年度 令和５年度

(基準年度) （調査年度） （調査年度）

161,614 150,633 144,129

ガソリン 2,323 2,531 2,696

軽油 3,940 4,841 5,031

ＬＰＧ 863 0 0

ガソリン 53 44 63

灯油 5,213 1,170 734

軽油 377 13 336

Ａ重油 387 51 60

ＬＰＧ 8,743 6,927 1185

都市ガス 12,254 11,075 9,785

195,747 177,285 164,019

電気

公

用

車

施

設

維

持

管

理

用

燃

料

熱量（ＧＪ）
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施設維持管理用燃料については、基準年度比で５９．２％減少し、前年度比で３９．０％減

少しました。 

以上のことから、令和５（２０２３）年度は基準年度比で２５．５％の削減を達成し、前

年度比では８％減少しました。基準年度より温室効果ガスの排出量を大きく抑えることがで

きました。 

本計画では最終年度までに、基準年度比で温室効果ガス排出量を５０％削減することを目

標としており、達成にはまだ厳しい状況であると言えます。 

今後も社会情勢を注視しながら、令和４（２０２２）年２月に宣言した「座間市ゼロカー

ボンシティ宣言」に伴い、公共施設への再生可能エネルギーの設備や省エネ設備の導入を促

進し、引き続き温室効果ガス排出削減に意欲的に努めていきます。 

 

（３）ＥＳＣＯ事業の実績 

ＥＳＣＯ事業の令和５（２０２３）年度実績は、次のとおりです。 

①座間市庁舎等ＥＳＣＯ事業 

【対象施設】座間市庁舎、ふれあい会館、市民文化会館 

【事業期間】令和２（２０２０）年４月１日～令和１２（２０３０）年３月３１日 

表５ 座間市庁舎等ＥＳＣＯ事業の令和５（２０２３）年度実績 

 光熱水費削減額 

（年間） 

１次エネルギー削減量 

（年間） 

ＣＯ２削減量 

（年間） 

削減予定(※１) 
23,993,361円 11,986ＧＪ 548,041㎏ 

令和 5（2023）

年度実績(※２) 
11,619,445円 6,369ＧＪ 286,938㎏ 

達成率 48％ 53％ 52％ 

〔補足〕 

市庁舎、ふれあい会館、市民文化会館の空調設備及び熱源設備は、共通の設備を使用して

いるため、３施設合計の実績となります。 

〔検証結果〕 

市庁舎は昨年度に引き続き、空調機運転時間の抑制を実施していただいている事もあり、

４月～６月は昨年度より電力使用量を削減できました。しかし、７月～９月は猛暑の影響も

あり、空調機の電力使用量が大きく増加しました。新型コロナウイルス感染症が終息してき

ている影響か、昨年よりは改善はしていますが、空調機のベースライン年度より稼働時間が

大幅に増加している状況です。市民文化会館においては、新型コロナウイルス感染症が終息

してきて、ホールの使用頻度も上がり、空調機の稼働時間は昨年度より増加しています。新

型コロナウイルス感染症対策の為か、空調機のベースライン年度より稼働時間が大幅に増加
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している状況です。市庁舎・市民文化会館共通の熱源設備は、暖冬の影響か、暖房期のガス

使用量が昨年度よりも減少し、全体の省エネに貢献しました。ふれあい会館のレストラン・

売店は、令和４（２０２２）年度のレストランの運用変更により、ベースライン年度の空調

機の稼働時間が極端に増加が継続し、大きなエネルギー消費増になっています。また、今年

度途中に空調システムの改修がありましたが、更新空調システムがＥＳＣＯ検証用の中央監

視に接続されておらず、その稼働状況が把握できていませんでした。全体のエネルギー削減

状況としては、４月～８月までは去年同等以上の成果となっていましたが、９月は大幅なエ

ネルギー消費増となりました。７月～９月は平年より気温が高めで、特に９月はベースライ

ン年度より４℃近い上昇となったことが要因の１つと考えられます。 

 

➁座間市立市民体育館ＥＳＣＯ事業 

【対象施設】座間市立市民体育館 

【事業期間】令和３（２０２１）年４月１日～令和１３（２０３１）年３月３１日 

表６ 座間市立市民体育館ＥＳＣＯ事業の令和５（２０２３）年度実績 

 光熱水費削減額（年間） ＣＯ２削減量（年間） 

削減予定（※１） 
8,042,217円 183,688㎏ 

令和 5（2023）年度実績

(※２) 
10,639,370円 215,432㎏ 

達成率 132％ 117％ 

〔補足〕 

令和３（２０２１）年度から事業開始 

〔検証結果〕 

 熱源の運転時間が導入前の約２／３となっています。空調で使用するエネルギーはその分

も削減できていると思われます。 

ＬＥＤ照明器具で段調光機能付きの器具については、１００％⇒７０％出力にて運用して

おります。そのため、電気の削減量が増えていると思われます。コロナ禍での窓開けの運用

を見直した影響で空調エネルギーの大きな省エネ効果が出ていると思われます。令和５（２

０２３）年度は８月・９月は猛暑の影響で電気・ガスともに昨年より使用量が大幅に増加し

ました。また、１月・２月・３月も暖冬ではありましたが、電気・ガスの使用量が増加しま

した。冬季の使用量増加に関しては検証が必要です。 

〔説明〕 

※１ 削減予定は、ＥＳＣＯ事業プロポーザル（平成２９（２０１７）年度実施）時にＥＳ

ＣＯ事業者から提案され、市が採用した数値となります。うち、光熱水費削減額の削減予

定は、平成２６（２０１４）年度～２８（２０１６）年度実績の平均値を基にＥＳＣＯ設

備導入後の削減効果（導入前と比べて約２６％の削減）を算出した数値となり（消費税率
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は１０％換算）、１次エネルギー削減量及びＣＯ２削減量の削減予定は、平成２８（２０

１６）年度の供給事業者等のホームページに掲載された換算係数を基にＥＳＣＯ設備導入

後の削減効果を算出した数値となります。 

※２ 当該年度実績における光熱水費削減額は、平成２６（２０１４）年度～２８（２０１

６）年度の光熱水費（電気、ガス、水道）の平均単価と当該年度の使用量を基に算出して

います。また、１次エネルギー及びＣＯ２の削減値は、平成２８（２０１６）年度の供給

事業者等のホームページに掲載された換算係数を基に算出しています。 

 

③座間市立小・中学校ＥＳＣＯ事業 

【対象施設】座間市立小・中学校 

【事業期間】令和５（２０２３）年４月１日～令和１６（２０３４）年３月３１日 

表７ 座間市立小・中学校ＥＳＣＯ事業の令和５（２０２３）年度実績 

 １次エネルギー削減量 

（年間） 

ＣＯ２削減量 

（年間） 

削減予定（※１・２） 3,243ＭＪ 179,578kg 

令和 5（2023）年度実績

(※１・２) 
3,632ＭＪ 196,786kg 

達成率 112％ 109％ 

〔補足〕 

本ＥＳＣＯ事業では、小・中学校の照明設備のＬＥＤ化、栗原小学校・相模野小学校の空

調設備更新を実施しました。（令和５（２０２３）年度実績に小学校の照明設備のＬＥＤ化

は含まれない。） 

〔説明〕 

※１ 照明設備更新に伴う削減予定・実績は、想定点灯時間に基づく計算上の数値を採用し

ています。 

※２ １次エネルギー削減量及びＣＯ２削減量は、削減実績及び換算係数を基に算出してい

ます。 

 

 

 

 

 



 

88 

 

４ 対象施設一覧 

 本計画の対象施設は、表７のとおりです。 

表７ 座間市地球温暖化対策実行計画の対象施設一覧 

番号 施 設 名 

1 市庁舎 

2 分庁舎 

3 ふれあい会館 

4 総合防災備蓄倉庫 

5 立野台コミュニティセンター 

6 新田宿・四ツ谷コミュニティセンター 

7 小松原コミュニティセンター 

8 東原コミュニティセンター 

9 相模が丘コミュニティセンター 

10 相武台コミュニティセンター 

11 ひばりが丘コミュニティセンター 

12 栗原コミュニティセンター 

13 ひばりが丘集会所 

14 市営さがみ野自転車駐車場 

15 市民交流プラザ 

16 クリーンセンター 

17 資源リサイクルセンター 

18 第２資源リサイクルセンター 

19 市民健康センター 

20 市民体育館（スカイアリーナ座間） 

21 座間市民球場 

22 新田宿グラウンド 

23 栗原遊水地スポーツ施設 

24 ひまわり公園テニスコート 

25 立野台プール 

26 座間公園プール 

27 広野プール 

28 東原プール 

29 ひばりが丘プール 
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番号 施 設 名 

30 相武台プール 

31 相模が丘プール 

32 入谷プール 

33 旭プール 

34 中原プール 

35 総合福祉センター（サニープレイス座間） 

36 生きがいセンター（旧リサイクルプラザ） 

37 相模が丘老人憩いの家 

38 ひばりが丘老人憩いの家 

39 立野台老人憩いの家 

40 相武台老人憩いの家 

41 栗原老人憩いの家 

42 座間老人憩いの家 

43 入谷老人憩いの家 

44 もくせい園 

45 通園センター（サン・ホープ） 

46 鳩川児童館 

47 ひばりが丘南児童館 

48 相模野児童館 

49 座間児童館 

50 栗原保育園 

51 相模が丘東保育園 

52 ちぐさ保育園 

53 東原保育園 

54 相武台保育園 

55 ひばりが丘保育園 

56 小松原保育園 

57 相模が丘西保育園 

58 第２子育て支援センター 

59 第３子育て支援センター 

60 青少年センター 

61 上下水道局庁舎 

62 水道施設（ポンプ所、配水場、受水場等） 
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番号 施 設 名 

63 下水道施設（排水ポンプ、汚水ポンプ） 

64 消防本部・消防署 

65 消防署東分署 

66 消防署北分署 

67 消防団第１分団第１部 

68 消防団第１分団第２部 

69 消防団第１分団第３部 

70 消防団第２分団第１部 

71 消防団第２分団第２部 

72 消防団第２分団第３部 

73 消防団第３分団第１部 

74 消防団第３分団第２部 

75 消防団第３分団第３部 

76 消防団第３分団第４部 

77 消防団第３分団第５部 

78 消防団第４分団第１部 

79 消防団第４分団第２部 

80 消防団第４分団第３部 

81 消防団第５分団第１部 

82 消防団第５分団第２部 

83 立野台地区女性消防隊施設 

84 座間小学校 

85 栗原小学校 

86 相模野小学校 

87 相武台東小学校 

88 ひばりが丘小学校 

89 東原小学校 

90 相模が丘小学校 

91 立野台小学校 

92 入谷小学校 

93 旭小学校 

94 中原小学校 

95 座間中学校 
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番号 施 設 名 

96 西中学校 

97 東中学校 

98 栗原中学校 

99 相模中学校 

100 南中学校 

101 座間市公民館 

102 北地区文化センター 

103 東地区文化センター 

104 市民文化会館（ハーモニーホール座間） 

105 図書館 

106 公園施設 

 

５ 具体的施策 

本計画の具体的施策は、次のとおりです。 

～具体的施策 公共施設における省エネルギーの推進～ 

公共施設において率先して省エネルギー対策を推進します。 

●公共施設の環境への負荷を低減するため、本市独自の環境マネジメントシステムを運用

し、率先して省エネルギー対策を推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

ひまわり環境システムを運用しており、職員一人一人に省

エネに対する意識を向上させることができました。   

             【担当】ゼロカーボン推進課 

●公共施設の更新や改修時に、ＺＥＢ等の実現に向けた検討を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 

関係課と連携し、情報共有を図っていますが、現状ＺＥＢ

化した施設はありません。 

【担当】資産経営課、ゼロカーボン推進課 
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～具体的施策 公共施設への再生可能エネルギー設備の導入～ 

公共施設における再生可能エネルギー設備の導入推進に努めます。 

●環境教育や公共施設における再生可能エネルギー設備の導入推進の一環として、太陽光発

電設備などの設置に努めます。 

令和５（２０２３）年度報告 
市庁舎及びふれあい会館へ太陽光発電設備の導入を行い

ました。        【担当】ゼロカーボン推進課 

 

～具体的施策 公共施設における低炭素電力調達の推進～ 

公共施設において二酸化炭素排出係数がより低い電力への切替えを推進します。 

●公共施設において使用する電力は、二酸化炭素排出係数がより低い電力へ随時、切替えま

す。 

令和５（２０２３）年度報告 

国、県の動向を注視し、二酸化炭素排出係数がより低い電

力へ切り替えることができるような方策を調査、研究しま

した。          【担当】ゼロカーボン推進課 

～具体的施策 公用車における電気自動車等の導入～ 

公用車における電気自動車等の導入を推進します。 

●公用車における電気自動車等の割合及び市役所公用車駐車場の電気自動車充電器設備を段

階的に増やします。 

令和５（２０２３）年度報告 

公用車を適正な台数に削減することが着手されたため、順

次リース満了時期に合わせて電気自動車等に入れ替えが進

むよう、関係各課と連携し、情報共有を図りました。 

【担当】ゼロカーボン推進課 
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～具体的施策 ひまわり環境システムの運用～ 

市独自の環境マネジメントシステムであるひまわり環境システムを活用し、温室効果ガス排

出量の抑制に努めます。 

●市独自の環境マネジメントシステムであるひまわり環境システムに基づき、各所属におけ

る取組状況の調査及び内部監査を実施し、その運用・管理により、温室効果ガス排出量の抑

制に努めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

ひまわり環境システムを運用しており、内部監査を実施し

たところ、優良判定が８８件、観察判定が３件ありまし

た。職員一人一人に省エネに対する意識を向上させること

ができました。      【担当】ゼロカーボン推進課 

●環境主管課による職員への環境研修及び所属独自の環境研修実施により、職員一人ひとり

の環境改善意識の向上を促し、環境改善活動を推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

令和５（２０２３）年度は庁内の脱炭素に関する知識、

理解を深めることを狙いとした「庁内脱炭素研修」を実

施しました。活発な意見も出していただき、庁内全体に

脱炭素化への意識を高めることができました。 

           【担当】ゼロカーボン推進課 

●目標達成に向けた具体的な取組は、エコオフィス活動運用手順書で示す活動を準用し、全

ての職員が率先して環境配慮活動に取り組みます。 

令和５（２０２３）年度報告 

ひまわり環境システムの実施により、職員一人一人に省

エネに対する意識を向上させることができました。  

            【担当】ゼロカーボン推進課 

～具体的施策 ＥＳＣＯ事業の実施～ 

●温室効果ガス排出量を効果的に削減するため、ＥＳＣＯ事業を実施します。 

令和５（２０２３）年度報告 

【市庁舎・市民文化会館】 

ＥＳＣＯ事業は令和２（２０２０）年度から実施済みであ

り、令和５（２０２３）年度は削減保証額を上回る削減額

となる見込みです。（資産経営課、生涯学習課） 

【スカイアリーナ】 

年間で２１５，４３２ｋｇ－ＣＯ²を削減しました。（導

入前との個別比較 電力量－４６２，３０４ｋＷｈ・ガス
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量－５，１８２ｍ³・上水量－２，２０２㎥・下水量－

２，２０２㎥）（スポーツ課） 

【小・中学校】 

令和４（２０２２）年度から５（２０２３）年度にかけ

て、市内小・中学校全校（小学校１１校、中学校６校）の

照明設備ＬＥＤ化を完了しました。（一部除く）（教育総

務課） 

【担当】資産経営課、生涯学習課、スポーツ課、教育総務

課 
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進行管理指標 市内公共施設における温室効果ガス排出量削減率 

目標値（令和１２（２０３０）年度） １０，６３１ｔ―ＣＯ₂の５０％以上削減 

令和５（２０２３）年度報告 ７，９１５ｔ―ＣＯ₂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５（２０２３）年度の温室効果ガス総排出量は、７，９１５ｔ-ＣＯ２で、電気の排出

量が６，７５０ｔ-ＣＯ２、公用車燃料の排出量が５２６ｔ-ＣＯ２、施設維持管理用燃料の排

出量が６３９ｔ-ＣＯ２でした。（Ｐ．〇〇参照）基準年度に対し、２５．５％削減されてい

ますが、目標である５０％以上の削減達成にはまだ厳しい状況であると言えます。今後も社

会情勢を注視しながら、令和４（２０２２）年２月に宣言した「座間市ゼロカーボンシティ

宣言」に伴い、公共施設への再生可能エネルギーの導入や省エネ設備の導入を促進し、引き

続き温室効果ガス排出削減に意欲的に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 

進捗度の評価 
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進行管理指標 公共施設における再生可能エネルギー導入施設 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ５０施設 

令和５（２０２３）年度報告 ５施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 政府の事務・事業に関する温室効果ガスの排出削減計画として「政府実行計画」が策定さ

れており、その中では、「政府及び自治体の建築物及び土地では、令和１２（２０３０）年

には、設置可能な建築物等の約５０％に太陽光発電設備が導入され、令和２２（２０４０）

年までには１００％導入されていることを目指す。」と掲げているため、それに準じて、

「５０施設に再生可能エネルギーを導入する。」ことを目標としました。 

 令和５（２０２３）年度までは５施設に導入されており、市庁舎及びふれあい会館は令和

６（２０２４）年度から稼働予定です。引き続き、導入を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 

進捗度の評価 
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進行管理指標 公共施設における電気自動車導入台数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） ９０台 

令和５（２０２３）年度報告 ５台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 政府の事務・事業に関する温室効果ガスの排出削減計画として「政府実行計画」が策定さ

れており、その中では、「代替可能な電動車がない場合等を除 き、新規導入・更新につい

ては令和４（２０２２）年度以降全て電動車とし、ストック （使用する公用車全体）でも

令和１２（２０３０）年度 までに全て電動車とする。」と掲げているため、それに準じ

て、「電気自動車を９０台導入する。」ことを目標としました。 

令和５（２０２３）年度時点では５台の導入でした。公用車の使用率から必要最低限に台

数を抑え、関係部署と連係・情報共有を図って、引き続き、導入促進に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】ゼロカーボン推進課 

進捗度の評価 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 

座間市地域気候変動適応計画 

年次報告書 
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令和５（２０２３）年度に策定した座間市環境基本計画（以下「本計画」という。）に基

づき令和５（２０２３）年度の実績を報告します。 

１ 計画の概要 

（１）目標 

気候変動による影響をできる限り回避・低減し、市民が安全安心で快適に生活できる

まちを目指します。 

（２）計画期間 

令和５（２０２３）年４月１日～令和６（２０２４）年３月３１日 

２ 具体的施策 

具体的施策 農業分野 

気候変動に適応した農業を行うため、支援や農業生産基盤整備等を行います。 

●異常気象による農作物の不作に備え、農業共済を周知します。 

令和５（２０２３）年度報告 
通例的に行っているため、継続して実施しました。   

                 【担当】産業振興課 

●気候変動に適応した農業を行う上で必要な物品・設備費用に対する補助制度や農業協同組

合と連携した情報・技術提供等を検討します。 

令和５（２０２３）年度報告 

気候変動による該当がなかったため補助制度の実績はあり

ませんでした。農協との継続した連携を行いました。  

                 【担当】産業振興課 

●農地の持続的な確保や農道などを中心に、地域に即した農業生産基盤整備を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
必要に応じた修繕及び、安全管理を行いました。    

【担当】産業振興課 

●農業生産基盤の整備のため、農業後継者・新規就農者などの担い手の育成・確保を図るこ

とで農地を保全します。 

令和５（２０２３）年度報告 
新規就農者を３名確保しました。引き続き担い手の確保に

努めていきます。         【担当】産業振興課 
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具体的施策 水環境・水資源分野 

河川や地下水を保全するため、監視や必要な整備等を行います。 

●市内を流れる河川の水質を定期的に測定し、水質保全に努めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

生活環境の保全に関する項目は、測定時期により環境基準

値を達成できていない項目（鳩川：ｐＨ、ＢＯＤ、大腸菌

数。目久尻川：ＢＯＤ、大腸菌数）がありました。鳩川

中・下流部においてｐＨが継続的に高くなっていますが、

この要因として、水草などの繁茂や生活排水の影響、水量

が少なく穏やかな流れであること等が考えられます。  

                 【担当】生活安全課 

●気候変動における影響について最新の科学的な知見等の情報把握に努め、適宜対策を検討

していきます。 

令和５（２０２３）年度報告 

座間市地下水総合調査を隔年で実施しており、次回の調査

は令和６（２０２４）年度の予定です。 

                 【担当】生活安全課 

●防災機能を持ち合わせた公園及び水源涵養地として樹林地を保全するため、公園を整備し

ます。 

令和５（２０２３）年度報告 
公園整備に伴う設計委託等を行いました。       

【担当】公園緑政課 

●地下水の適正な揚水量の遵守を図るとともに、異常渇水等の緊急の場合においては、地下

水採取事業者に可能な限りの地下水採取量の削減を要請します。 

令和５（２０２３）年度報告 

地下水採取事業者に対し地下水採取量の報告を求め、揚水

量の把握に努めました。なお、令和５（２０２３）年度は

取水制限等が必要となる事象は発生しませんでした。 

                 【担当】生活安全課 
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●水源涵養のため、雨水浸透施設を設置する市民に対して経費の一部を助成するなど、雨水

浸透施設等の設置を進めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

令和５（２０２３）年度には、雨水浸透ますの設置１件に

対し６８，０００円、雨水貯留槽の設置４件に対し６５，

０００円、合計１３３，０００円の助成を実施しました。

                 【担当】生活安全課 

●原水・上水の水質を把握し、安全な水道を供給するため、水質検査計画を作成し、検査を

実施するとともに、水質検査結果を公表します。 

令和５（２０２３）年度報告 
水質検査計画を作成し、検査を行い、検査結果を公表しま

した。              【担当】水道施設課 

●地下水の状況を把握するため、地下水にかかわるデータの収集、水収支の解析や地下水位

の常時観測を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
市内６か所で地下水位の常時監視を行いました。    

【担当】生活安全課 

具体的施策 自然生態系分野 

生態系を保全するため、調査や情報収集等を行います。 

●生態系保全のため、生態系への影響について情報収集を行い、自然環境保全や生物多様性

への理解や認識を深める機会を設けます。 

令和５（２０２３）年度報告 
市民を対象とした生物多様性のイベントを開催しました。

【担当】ゼロカーボン推進課 

●気候変動による生態系への影響について情報収集を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
国、県及び他自治体から情報を収集しました。     

【担当】ゼロカーボン推進課 

●ナラ枯れ被害の早期発見に努め、被害木の確実な処理及び拡大防止に取り組みます。 

令和５（２０２３）年度報告 
被害木の伐採等を行い、拡大防止に努めました。    

                 【担当】公園緑政課 
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●気候変動による植物群落等への影響について調査及び情報収集を実施します。 

令和５（２０２３）年度報告 
国、県及び他自治体からの情報を収集しました。    

             【担当】ゼロカーボン推進課 

●在来生態系への影響を軽減するため、市のホームページ等で特定外来生物の注意喚起情報

を提供します。 

令和５（２０２３）年度報告 
市ホームページ等で周知を図りました。        

【担当】クリーンセンター 

具体的施策 自然災害分野 

災害リスクを低減するための整備や災害時の被害軽減対策を行います。 

●浸水等の災害リスクを低減させるため、雨水の事業区域内処理を進めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

座間市雨水管理総合計画に基づき、ハード対策(現地調査に

よる精度検証(Ｒ５‐９))及びソフト対策(内水ハザードマ

ップの更新(更新完了年度：Ｒ６))を実施しました。   

                【担当】下水道施設課 

●雨水の貯水効果やがけ崩れ等の防止効果や一時的な避難に活用するため、農地の保全に努

めます。 

令和５（２０２３）年度報告 
避難所等として活用するような災害は発生しませんでし

た。今後も保全に努めます。    【担当】産業振興課 

●地域の防災力向上のため、地域防災組織の強化及び防災備蓄品を充実させます。 

令和５（２０２３）年度報告 
自治会や自主防災組織から、訓練や講話について要望があ

った場合は、随時対応しました。  【担当】危機管理課 

●避難行動要支援者への支援体制づくりに努めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

継続して制度の周知啓発に努め、災害時に手助けが必要な

人の登録、地域住民同士で助け合う体制づくりを推進しま

した。              【担当】地域福祉課 
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●防災ハザードマップを全戸配布及び市ホームページ等を通じて、市民への周知徹底を図り

ます。 

令和５（２０２３）年度報告 
令和３（２０２１）年３月に作成したハザードマップを

全戸配布済みです。       【担当】危機管理課 

●災害発生時の被害軽減のため、防災知識の普及に努めます。 

令和５（２０２３）年度報告 
要望があった場合は、随時対応しています。     

【担当】危機管理課 

●緊急情報メールなど、災害時の情報を発信します。 

令和５（２０２３）年度報告 
市緊急情報いさまメールや、市ＬＩＮＥ公式アカウントを

活用し、情報発信を行いました。  【担当】危機管理課 

●大規模災害を想定した防災訓練等を実施する他、隣接市町が実施する防災訓練に積極的に

参加協力するなど、応援協力体制を確立します。 

令和５（２０２３）年度報告 
近隣自治体で情報交換会を行うなど、連携を行いました。

【担当】危機管理課 

●災害時協定等を締結している事業者と連携し、防災訓練を実施します。 

令和５（２０２３）年度報告 
市総合防災訓練や、市いっせい防災行動訓練等を行い、関

係機関と連携を行っています。   【担当】危機管理課 

具体的施策 健康分野 

熱中症を中心に被害の未然防止に努めます。 

●熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境になると予想される際に気象庁と環境省から発令さ

れる熱中症警戒アラートを市からも市民へ呼びかけます。 

令和５（２０２３）年度報告 

令和５（２０２３）年７月は８回、８月は１７回、９月は

１回の警戒アラートが発令された際に、いさまメールを配

信し、危機管理課に防災無線の申請を行いました。   

                 【担当】健康医療課 

●熱中症被害を防止するため、予防法と対処法についての情報提供や啓発を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
広報ざま、ＨＰで啓発を行いました。         

                 【担当】健康医療課 
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●暑熱順化トレーニングによる消防隊員自体の熱中症対策を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
令和５（２０２３）年５月・６月中の毎当直日、午前１

０時頃から３０分間実施しました。【担当】消防総務課 

●大気環境の汚染物質の測定を継続するとともに、光化学スモッグ発生時には注意報発令す

るなど、被害の未然防止に努めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

二酸化窒素について、県の自動測定機によるほかに、簡

易測定のＰＴＩＯ法による二酸化窒素の測定を年４回行

いました。           【担当】生活安全課 

具体的施策 産業・経済活動分野 

事業活動への気候変動の影響について情報収集・提供を行います。 

●気温上昇や異常気象等による事業活動への影響について情報収集を行い、事業者に対して

情報提供を行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
定期的な情報収集等を行いました。引き続き天候等の変動

等を注視していきます。      【担当】産業振興課 

●気温上昇による観光快適度の変化等について情報収集を行うとともに、関係団体と共同で

対策を協議する。 

令和５（２０２３）年度報告 
天候の変動等の情報収集を行いました。引き続き対策につ

いて協議を行っていきます。    【担当】産業振興課 

具体的施策 市民生活・都市生活分野 

災害時のインフラ・ライフラインの確保、ヒートアイランド現象の緩和に努めます。 

●災害時における上下水道の応急復旧体制の強化を進めます。 

令和５（２０２３）年度報告 
応急復旧体制を再確認し、各種訓練等に反映しました。 

【担当】水道施設課、下水道施設課 

●災害廃棄物に関する情報の提供・助言及び指導を行い、関係者と協力して効率的に処理を

行います。 

令和５（２０２３）年度報告 
市のホームページで座間市災害廃棄物処理計画を公開して

います。         【担当】ゼロカーボン推進課 
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●緊急輸送路の整備・改良により、災害時の物資輸送ルートなどの機能確保に努めます。 

令和５（２０２３）年度報告 

市地域防災計画での市道における緊急輸送道路補完道路は

２０路線で、うち整備・改良を行った路線はありません。

                   【担当】道路課 

●渇水対策に関し、座間市地下水保全基本計画に基づく揚水の実施に努めるとともに、座間

市の地下水を保全する条例第２２条に基づく取水制限等が生じたときは、地下水採取事業者

と協議し、地下水採取の削減の協力を求めます。 

令和５（２０２３）年度報告 
取水制限等が必要となる事象は発生しませんでした。  

【担当】生活安全課 

●エネルギーの供給源の多様化などの視点から、地域における再生可能エネルギー等の自

立・分散型エネルギーの導入を推進します。 

令和５（２０２３）年度報告 

国、県、他自治体からの状況把握に努め、調査研究しまし

た。引き続き、推進が図れるよう、取り組んでいきます。

          【担当】ゼロカーボン推進課 

●公共施設へグリーンカーテンを設置し、直射日光による室内温度上昇やヒートアイランド

現象を緩和します。 

令和５（２０２３）年度報告 

市庁舎にグリーンカーテンを設置し、室内温度を緩和して

います。また、市内小中学校１７校中１１校でグリーンカ

ーテンを設置し、環境活動に努めました。 

【担当】ゼロカーボン推進課 

●ヒートアイランド現象緩和のため、河川や斜面緑地、道路の街路樹、緑道等の緑のつなが

りや広がりを確保します。 

令和５（２０２３）年度報告 

斜面緑地や緑道等の維持管理を行いました。（公園緑政

課） 

街路樹は、剪定、間伐による維持管理を行いました。（道 

路課）          【担当】公園緑政課、道路課 
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●「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」賛同宣言をし、普及啓発を実施しています。 

令和５（２０２３）年度報告 

ざまっこ環境教室等のイベントなどでチラシの掲示を行

い、啓発に努めました。令和５（２０２３）年１２月に

「デコ活」に移行したため、デコ活に賛同登録するかを検

討しています。      【担当】ゼロカーボン推進課 
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進行管理指標 災害協定締結事業者・団体数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 
増加 

（令和３（２０２１）年度数値７４団体を基準とする。） 

令和５（２０２３）年度報告 ８３団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業者・団体と災害協定を結ぶことにより、本市の地域防災力の向上を図ります。令和

５（２０２３）年度時点では８３件の実績であり、目標値を大幅に超えています。 

 引き続き、災害に備えて、取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】危機管理課 

進捗度の評価 

 

令和６年３月 コアレックス信栄株式会社と災害時協定を締結 



 

109 

 

進行管理指標 熱中症搬送者数 

目標値（令和１２（２０３０）年度） 
減少 

（令和４（２０２２）年度数値４１名を基準とする。） 

令和５（２０２３）年度報告 ７８名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、地球温暖化の影響で熱中症の被害が拡大しており、喫緊の課題とされています。

令和５（２０２３）年度の実績である７８名について、より対策を講じて減少させていく

必要があるため、気象庁と環境省から発令される熱中症警戒アラートを市からも市民へ呼

びかけ、予防法と対処法についての情報提供や啓発を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】消防管理課 

進捗度の評価 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 

座間市環境審議会からの提言 
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座間市環境審議会からの提言           

座間市環境審議会は、座間市環境基本条例第１０条に基づき、座間市環境基本計画年次報

告書について、点検・評価を行いました。次年度以降、市域の環境の更なる改善に向けて、

次のことに取り組むよう提言します。 

 

１．第２次座間市環境基本計画は、前計画からの引継ぎを受け、温暖化対策と持続可能なま

ちづくりに向けた具体的かつ包括的なアプローチの強化を図ることが求められています。計

画期間内において、社会状況の変化などに的確に対応するため、施策、事業の方向性などに

ついて、必要に応じて見直していくことが考えられ、その際には見直しの考え方及び内容を

丁寧に議論する必要があります。 

２．基本目標１「地球環境」において、座間市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の進

行管理指標である「公共施設における再生可能エネルギー導入施設」並びに「公共施設にお

ける電気自動車導入台数」について、目標達成に向けて、より具体的且つ詳細な導入計画を

掲げる必要があります。 

３．基本目標１「地球環境」において、座間市地域気候変動適応計画の進行管理指標である

「熱中症搬送者数」について、近年、夏季の猛暑日の増加とともに熱中症の発生も増加して

います。熱中症に関する市民への呼びかけを強化し、予防法と対処法についての情報提供や

啓発に取り組むことが求められます。 

４．基本目標４「循環型社会」において、家庭系の一般廃棄物排出量の減量実績は大いに評

価できます。一方で、事業系一般廃棄物排出量は増加傾向にあるため、今後、より一層事業

者に対して、一般廃棄物と産業廃棄物の分別徹底や廃棄物のリサイクル推進を周知、啓発を

強化していく必要があります。 

５．基本目標５「生活環境」において、生活環境の保全に関する項目の一部で環境基準値を

達成できていない状況があります。これらの要因について、県や近隣自治体と情報を共有し

て引き続き調査を実施するなど、原因究明に努めるとともに、早期に対策を実施することを

提案します。 

令和７年３月 

                       座間市環境審議会 会長 藤井 誠一郎 
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座間市環境審議会委員名簿            
複雑、多様化する環境問題に対して、これまで以上に総合的かつ効果的な対応を図るた

め、市は、平成２４（２０１２）年４月に座間市環境基本条例を施行し、平成２６（２０１

４）年３月に座間市環境基本計画を策定しました。この年次報告書は、環境基本条例の規程

に基づき刊行するもので、環境基本計画に基づく環境施策の実施状況を年次報告書として公

表することにより、更なる環境施策の推進に資することを目的としています。 

 この報告書の刊行に先立ち、座間市環境審議会委員より貴重な御意見を頂きました。 

氏名 所属など 

◎ 藤井 誠一郎 学識経験者 

若林 雅代 学識経験者 

藤井 宏隆 市内の事業者又は公共的団体の代表者 

池貝 隆宏 その他市長が必要と認める者 

香川 健 その他市長が必要と認める者 

〇 小泉 聡 その他市長が必要と認める者 

西海 愛子 その他市長が必要と認める者 

浅岡 永理 その他市長が必要と認める者 

小野田 順子 公募による市民 

福島 義和 公募による市民 

◎：会長 〇：副会長                 令和７（２０２５）年３月現在 


